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競輪の補助金 を受 けて実施 した ものですこの事業 はoo



は じ め に

社会 にお ける情報の多様化、大量化、高度化が進むなかで、 データベース も企

業、個人 を問わず幅広い分野 で利用 されるようにな りました。 データベースは専

門家の特殊 な 「道具」ではな く、社会の知的なイ ンフラス トラクチャ(社 会 的な

共通基盤)に な りつつあるといえるで しょう。

現在 のデータベース ・サー ビスの中心はテキス ト型であ り、論理的な情報提供

に片寄 ってい ます。 しか し、情報は論理的な内容のみで成 り立つ ものではな く、

情緒的、感覚的 な要素 も重要 です。 こうした、 より包括的な情報 を伝 える ことが

できる画像データベースの必要性が高 まっています。一方で新聞、雑誌 な どの情

報 をその掲載 イメー ジごと提供す る画像 サー ビスが登場 し、FAXな どの伝送手

段 を用 いユーザを増や しつつあ ります。

そこで、財 団法人データベ ース振興 セ ンターは、平成4年 度(1992年 度)に 画

像データベース委員会 を設置 し、平成4年 度 は、主 にオンライン環境での画像 デ

ー タベ ースの現状 と将来像 について調査
、検討 しました。平成5年 度は、 これ ら

の成果 を踏 まえ、CD-ROMを はじめ とするオフライン環境での画像 データベ

ースについて調査
、分析する とともに、今後の画像データベースの利用の あ り方、

課題 な どについて、オ ンライン、オフラインの両面か ら総合的 に検討 し、 その内

容 を本報告書 にま とめ ました。広 く関係各位 の参考 になれ ば幸いです。

最後 に、本報告書 をまとめるに当た り、 ご協力をいただ きました委員 の方々 を

はじめ、通商産業省な ど関係各機 関の皆様方に厚 くお礼 申し上 げます。

平成6年3月

財団法人データベース振興センター

理事長 猪 瀬 博
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第1章 総
論
百聞

1-1は じ め に

翻データベース振興 セ ンターでは、平成4年 度に 「画像データベース委員会」を設置 し、

最近 にわか に盛 り上 が りを見せている 「画像データベース」について、 その具体的 な内容、

作成方法、サー ビスの方法 と内容、経営的な問題点等々に関 して検討 した。 その際、当面

の議論 を整理する意味か ら、主 としてオ ンライ ン ・サー ビス による画像 データベースを念

頭 に検討 し、CD-ROMに 代表 され るオフライ ン型の画像 データベースについては、別途詳

細 に検討する ことにした。 この経緯 を受 けて、平成5年 度 にはオフライ ン型 の画像 データ

ベースに関 して、具体例 の調査 を行 って分析の上、前年度の議論 と合 わせて、わが国にお

ける画像データベースの今後のあ り方について、総合的に検討 し、問題点の摘出 を試 みた。

1-2画 像 デー タベ ースの現状

1--2-1わ が 国 の 現 状

(1)画 像 デー タベース ・サー ビス

本委員会委員 に対す るア ンケー ト調査 によれば、わが国にお ける画像 データベースは、

い まだその揺藍期 にあるものの、今後急速な展開が期待で きるであろうという点で一致 し

てい る。これ を米国 との比較 でみれば、CD・ROMソ フ トの普及 において大 きな差が生 じて

お り、 またオ ンライン系では、情報 スーパーハイウェイ構想 との関連で数年の先行 を許 し

て いるとの見解が普通で ある。

そもそ もパ ソコンの人 口あた り普及率 に日米で格段の差があ り、 また、通信環境 に関し

て も、パ ソコン通信 の普及率、イ ンターネッ ト加入端末数な どで、米国 と大 きな差がある

ことは、 よ く指摘 され る ところである。

もっとも、画像データベースに関 してみると、画像デー タを含めたデータベースを構築 ・

利用す ることは特定 の領域では、相 当に盛 んであるとの見方 もある。つ ま り、本来的 に画

像 を必要 とす るような分野では、イ ンハウス ・データベースとして、 この種の ものがすで

に開発 ・利用 されてお り、問題 は、広 く一般 を対象にしたような画像 データベースのサー

ビスが展開 されていない とい う点 にある。

(2)専 用機の隆盛

上 に記 したパ ソコン とパ ソコン通信 の普及率の低 さと対照的なのが、 わが国にお けるワ

ープロ(専 用機)と フ ァクスの非常な普及状況である
。 ワープロは今や 「進化」 をとげて、
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パ ソコン的な計算機能や フ ァクス送信機能 な ども導入 した総合的 なOA機 器 になってい

るが、これは欧米には見 られない ものであろう。また、CD-ROMの 関連では電子 ブ ックと

い う、やは り専用機が開発 され、 これはそれな りに普及 しているとい う点 も注 目され る。

ファクスは今や家電の位置付 けで、一般家庭 にまで普及 しているが、 これ も欧米 にない現

象であろう。

1-2--2マ ル チ メ デ ィアCD・ROM

(1)高 速 ドライブ

CD-ROMは500MBと いう、従来の感覚か らすれば まさに大容量でかつ安価 な記憶媒体

である。CD・ROMは 当初は転送速度が低 く、文字データの大量、低速媒体 とい う位置づけ

で、辞書な どに応用 される程度であったが、 ここ2年 ほ どの間 に、2倍 速 ドライブが標準

品 とな り、 さらには4倍 速 も出回 ろうとい う状況 にな った。 これに よって静止画像、 さら

には動画像 にも応用 され るようにな ってお り、本報告書で も別稿 に報告 される とお り、タ

イ トル数が顕著 に増加 しつつある。 とくにMPC(MultimediaPersonalComputer)と 称

して、CD-ROMを 含めたマルチメデ ィア対応パ ソコンの基準が設 け られ、これに準拠 した

機械が出回って きたか ら、CD-ROMの 普及 は一層進展す るであ ろう。

(2)電 子出版物 とデー タベース

ところで、CD・ROMは その性格 か らして、 これまでの 「出版」とい う概念 にまった く一

致する もの と考 えられる。従 って、CD-ROMは 「電子出版物」の一形態であるが、 そのす

べてがすなわち 「データベース」 であるとして良いか否かは議論 のある ところであろう。

従来、CD-ROMに よる電子出版物 は、辞書、事典、 またオ ンライ ン・データベースのス

ナ ップ ・ショッ ト版、増補版 など、 データベース的な内容 の ものが製作 されてきたので、

ことさ らこうした問題 を考 える必要 はなかった とい える。 しか し、昨今ではゲーム とか図

書 ・雑誌に類する内容のCD-ROMが 多 く現れてきてお り、これ らを一概 に従来風のデータ

ベース概念 で論 じるには無理が生 じる こともあろ う。

(3)マ ルチメデ ィアCD・ROM

CD-ROM版 の書籍 は、自由な検索がで き、またハ イパ ーテキス ト流 の飛 ばし読みがで き

るなど、利点が あるとはいえ、 このためにパ ソコンを買ってまで読 もうとい うほ どに魅力

のあるものではなかろう。図書は高品質 な文字 と静止画の世界 であるが、 この世界 にとど

まる限 り、CD-ROMに これ を凌駕 するほどの利点 は見 つけに くい。

CD-ROMは 動画 と音声の世界において、 はじめてその特性 を発揮 で きると考 えられ る。

とすれ ば、問題 は、すでに広汎な普及 をみている音楽CDや ビデオ との競合性 とい うことに

なる。ここで注 目すべ きは、家電 メー カーによって、VideoCDな る規格が1993年 に提案 さ
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れ、これ によるCD・ROMタ イ トル と、低価格のパ ソコン用 ボー ドも米 国で発売 され、また

再生専用機 も開発 され る とい うことである。

これによ り、以前、レコー ドか らCDへ の転換が短期間に起 こったように、ビデオか らの

代替が進展する可能性 も考 えられ る。単純な映画再生か らはじまって、現行の音楽CDに 替

わる新譜 ビデオCDと か、ビデオ・ク リップを折 り込 んだ電子 ジャーナルな ど、マルチメデ

ィアCD-ROMに よる新 しい出版活動が盛 んになってゆ くことが考 えられ る。

1--2-一 一3マ ル チ メ デ ィ ア ・パ ソ コ ン

一方
、パ ソコン業界 の側で も、前記 のようにMPCと いう基準 を設 けて、マルチメデ ィア

対応が進 め られている。 さらに、一般向きの製品 として、一体型 ・OSプ レイ ンス トール型

のマルチメディア・パ ソコンが現れている。 これが、 ビデオ・デッキやCDラ ジカセ と同等

の家電感覚 で使 えるような もの になれば、マルチ メデ ィアCD-ROMタ イ トルの増加 との

相乗効果 により、普及が進 む可能性があろう。

1-2-4マ ル チ メデ ィア通信

(1)高 速通信網 ・高速モデ ム

画像 データベースに関心が集 まる背景 には、大容量 の画像 データを短時間に伝送 で きる

ような通信系の性能 向上がある。すなわち、イ ンターネッ トやISDNの 普及の他、モデム

接続 に関 して も9600bpsが 普通 にな り、さらには28.8kbpsの 製品 も出回 りつつある。これ

まで も、NAPLPSに よるパ ソコン通信が行われていたが、通信速度の向上 によ り、よ り高

度な画像通信が可能 にな り、 オンライン画像 データベースの可能性 は拡が っている。

(2)画 像 ライブラ リー

パ ソコン通信の世界 では、利用者 の投稿による画像 デー タのライブラ リーが形成 され、

画像の交換が行われて きた。 すなわち、PDS(PublicDomainSoftware)の 交換 と同様 の

方法で、画像 データ をダウンロー ドしてか ら、端末側 の ビューアー ・プログラムで見 ると

い う原始的な方法であ り、現状 で もこれが主流である。もっとも、NAPLPSやJPEG形 式

の画像 のビューアーを内蔵 した通信 ソフ トウェア製品が現れ、 より簡便 に画像が見 られ る

ようになって きてい る。

ところで、 この ようなライブラ リーをオンライ ン ・データベース とみて よいかには疑 問

が残 る。 しか し、 この種のダウ ンロー ド型のサー ビスは、電子出版物の流通経路 としては

大 いに活用 され うる。 ダウンロー ドによるソフ トウェア(プ ログラム)の オンライ ン販 売

はすでに行われてい るが、電子 出版物の増加 と通信速度 の向上 に伴 って、 これ ら電子出版

物 のオ ンライ ン販 売 も進展する可能性がある。
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(3)マ ルチメディア ・パ ソコン通信

本報告書にあるとお り、1993年 には、個別の画像 データをみるだ けというのではな く、

文書 と組 み合 わせたマルチメディア ・フ ァイル として伝送す るための方式 として、電子ネ

ッ トワーク協議会によりENCプ ロ トコルが策定 され、 この実験 サー ビスが始 まっている。

また、 この規格 による新 たなパ ソコン通信サー ビス も開始 され る予定 との ことで ある。高

速モ デムの普及 に応 じて、パ ソコン通信 で も上記の ように画像通信への適用が進 むもの と

思 われ る。

(4)イ ンターネッ ト

海外 のイ ンターネ ッ トでは、WWW(WorldWideWeb)/Mosaicに よるマルチメディ

ア文 書のオ ンライ ン受信、再生が普及 しつつあるが、わが国では この方式 による文書 の作

成、公開 はまだ行われて いない。 もっとも現状では、米国で も研究者 自らが作成 した文書

が公開 されている程度で あるが、学会 な どが主体 になって、論文 な どをこの方式 による全

文 データベース として公開す ることが、事業的に進 められる動向にある。今後、 この方式

のわが国への導入については注 目す る必要があろう。

上 述 の よ うに、電 子 出版 物 とデー タベ ー ス、 また オ ンライ ン とオ フ ライ ン(パ ッケ ー ジ)

とい っ た区分 は不 分明 にな りつ つ あ る。 以下 で は こう した 点 も踏 ま えて、画 像 デ ー タベ ー

スの将 来 を検 討 して ゆ く。

1-3画 像データベースのデータ構成の展開

上述 の ような現状 と将来動向について、 これを、画像 データベー スのデータ構成の側面

と流通 方式の側面から整理 してみる。 まず、デー タ構成 の面では、印刷物型→ハ イパ ーテ

キス ト型→ テレビ型→マルチメディア型→バーチャル ・リア リテ ィー型 といった、段 階論

的な展開 を考 えることができるであろう。

1-3-1印 刷 物 モ デ ル 平面構成

従来 の デー タベ ー ス は、 コー ド化 文 字 デー タの集 合体 で あ り、 その利 用 シス テム は、 こ

れ を検 索 して、端 末側 の内蔵 フ ォン トで単純 に表示 させ る とい うだ けの もの で あ った。 つ

ま り、表 示 系 は ワー プ ロの 原初 的 形態 に と どまって いた。 ワー ド ・プ ロセ シ ングの世 界 で

は、 その後 、高 品 質で 多様 な活 字 を導 入 し、 図表 な どを電 子 的 には りつ け、 また カ ラー化

す るな ど、DTP(DesktopPublishing)の 方 向へ の進 化 が行 われ た。 デー タベ ー スの世 界

で も、 この例 にな らって 印刷 物 と同等 の 出力 が得 られ るよ うに しよ う とい うの は、 ひ とつ

の方 向 で あ る。 印刷物 は歴 史 の積 み重 ね の中 で、情 報伝 達 手段 として高 度 な発 達 を遂 げて

い るか ら、 これ をモデ ル として、 それへ の接近 を図 るの は 自然 の な りゆ きで あ る。
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データベ ースか らの出力 として、印刷物同様の高品質 なもの を得 ようとす る場合、予 め

組版 されたペー ジをイメー ジ ・デー タとして蓄積 しておき、 これ をその まま配信、再生す

るとい うのが最 もわか りやすい方法である。 これは、画像データベースにお ける重要な分

野 になる。また、TeXと かPostScriptな ど、一定の規約 に従 ってペー ジ内容 をコー ド化 し

て蓄積 ・配信 し、端末側 にはその組版機能 を持たせて、版面 を再生す るとい う方式 もある。

この種の方式で は、データ量が小 さ くな り、高速 な配信ができるが、いずれ にして も版面

の伝達が 目的で ある。

1-3-2ハ イ パ ー テ キ ス ト ・モ デ ル 操縦可能性

従来の印刷物 にはない、電子的出版物独 自の特徴 をもたせ ようとす るとき、 まず考 えら

れ るのがハ イパー テキス ト流の仕立 てである。版面 に設 けられたボタンの類 をク リックす

ると、 その関連個所が表示 され るとい うもので、利用者 は文書内 をあち こち飛 び回 って読

む ことがで きる。既述の とお り、 インターネ ッ トの世界では、 この種 の機能 をオンライン

的に実現 したWWW/Mosaicが 普及 しつつある。

こうしたナ ビゲーシ ョンによる 「読書」は、いかにもコンピュータ的で あ り、 それな り

の利点 はある と思われ る。 しか し、紙 の印刷物のページをパ ラパ ラめ くって飛 ばし読 みす

る時の快適 な速度 は、通信 回線経由の場合 は もとより、 ローカルなコンピュータ上 で も実

現 出来ないので、 これ に対す る代替機能 といった面 も強い。 この点では、印刷物モデルの

一変形 とも考 えられる
。

1-3-3テ レ ビ ・モ デ ル 時間軸

テレビ、 ビデオは、視覚+聴 覚的情報伝達の有力な媒体であ り、 ここ数十年 にわたる歴

史の中で高度な発展 を遂 げて成熟状況 にある。マルチメデ ィアの応用にお ける今後有力な

分野 として、デ ジタル ・ムー ビーが取 り上 げられ るが、単 なる動画の再生 な らば、「パ ソコ

ンの テレビ化」である。 これに関 して、 ビデオ ・オン ・デマン ドが よ く取 り上 げられるが、

この場合、特徴 は後 に見 る とお り、む しろムー ビーの配信方式にあるとい える。

1-3-4マ ル チ メデ ィア 総合化

マルチメディア とは、上記の印刷物、電子 出版物、テレビ ・ビデオの各特性 を総合 した

ところに成立す ると考 えられ る。例 えば、 マルチメデ ィア図書 ・雑誌で は、活字、写真、

ビデオ ・ク リップ、音声、ハイパーテキス ト風のナビゲーシ ョンなどが総合化 され るであ

ろ う。 これ は確 かに新 しい情報 の伝達形態 と考 えられ、従来 にない表現方法が可能 になろ

う。マルチメデ ィア ・データベースは、 こうしたマルチメディア出版物 を集積、組織化 し

た もの と考 えられ、 これは、データベースの適用分野に大 きな展開 をもた らす もの と期待

して良い と思われ る。
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1-3-5バ ー チ ャル ・リア リテ ィー 一 立体 空間

平面的な印刷物、 これ に時間軸 を加 えた ビデオの もうひ とつ先 には、奥行 き次元 を加 え

た立体動画像の世界があ り、バーチ ャル ・リア リティー、仮想現実 などと称 されてい る。

すでに建築設計関係な ど、個別の システムが試み られてお り、 また、パ ソコン、 ワー クス

テーションで、 これを簡便 に作成するためのソフ トウェア も製品化 されている。 こうした

立体視 システムは、実務的な応用 もさりなが ら、む しろゲームやムー ビーの方面での需要

に期待が持て ると思われ る。

1-4画 像データベース流通方式の展開

デ ータベ ース の流通 方 式 として は、 これ まで オ ン ライ ン とオ フライ ン(パ ッケー ジ)の

2区 分 が あ った が、通 信速 度 の 向上 に伴 っ て、 フ ァイル転 送 を利 用 した、 オ ンラ イ ン とオ

フ ライ ンの 中間 的形 態 も重要 にな って きた。 また、 画像 デー タベ ー ス と連 動 した オ ン ライ

ン ・シ ョッ ピ ング の発 展 に も注 目 した い。

1-4-1オ ン ラ イ ン 多角検索

CD・ROMの 出現 以前 は、デ ータベ ー ス とい えば、まず オ ンライ ン情 報検 索 シ ステ ムが想

定 され る とい った状 況 で あ った。大 量 な デー タ を網 羅 的 か つ速報 的 に蓄 積 したデ ー タベ ー

ス を多角 的 に検 索 して、必 要 な情報 が即 時 的 に得 られ る とい うのが、 この種 の シ ステ ムの

特長 で あ る。 もっ とも、 サー バ側 、端 末 側 の コ ンピ ュー タの能 力 と通 信 速度 が低 い もので

あ った た め に、CUI(CharacterUserInterface)型 の検 索 指令 とコー ド化 文字 デー タその

ま まの配 信 とい う方式 にな らざ るを得 ず、 結果 として、 操作 性 は不 十 分 で あ り、 また デ ー

タ表 示 の品 質 も低 い もの にな って いた。

こ こ数 年 に お け る コ ン ピ ュー タ能 力 と通 信 速 度 の 飛 躍 的 向 上 に よ り、操 作 系 のGUI

(GraphicalUserInterface)化 、 また デ ー タベ ー ス内容 で は、画 像 デ ー タベ ー スや 全文

デー タベ ー スの 実用性 が 高 まって きてお り、 あ らた な展開 期 に あ る と考 え られ る。 もっ と

も、上 記 の大 量 、網 羅 的、速 報 的、 多 角 的 な どの キ ー ワー ドは、 デ ー タベ ー スの本 質 を表

す もの として、今 後 もそ の ま ま通用 す るで あ ろ う。

1-4-2オ フ ラ イ ン 出版

CD・ROMと い う大容量で小型・安価 な媒体 の出現に より、データベース全体 をその まま

利用者の手元に配送 し、利用者側の システムで これ を検索利用する とい う形態が生 まれた。

これは雑誌 などの出版 と同等の流通形態で あ り、 ここに、パ ッケージ型 データベー スの出

版 という事業が成立 している。CD・ROMで は、通信速度の制約 がないか ら、操作系のGUI

化は容易 であ り、またCD-ROM容 量の範囲内であれば、画像・音声などの大容量データ も

一8一



扱 う こ とがで き る。 そ こで、 画像 デー タベ ー ス あ るいは マル チ メデ ィア ・デ ー タベ ー ス と

して は、CD・ROMに よ る もの が早 期 に製 品化 され てい る。この種 の デー タベ ー ス にお け る

CD'ROMの 優 位 は、今 後 も しば ら く維 持 され るで あ ろ う。 もっ とも、CD-ROMで は、 超

大 容 量 、速 報 性 は不得 意 なの で、 通信 系 の増 強 ・低廉i化 に伴 って、 前項 の オ ンラ イ ン型や 、

次 に述 べ るオ ンデマ ン ド型 の運 用 に移 行 す る ものが 出 て くるで あ ろ う。

1-4-3オ ン ・デ マ ン ド ライブラ リー

イ ンター ネ ッ トや 高速 モ デム の普及 に従 って、 あ る程 度 までの大 きさの フ ァイル な らば、

これ を短 時 間 に一 括 転送 ・受 信 で きる よ うに な って いる。 そ こで 、画 像 デ ー タ につ い て は、

静 止 画一 枚 一枚 、短 時 間 の動 画 一本 一本 をそ れ ぞれ個別 の フ ァイル と して集 積 して お き、

利 用 者 の方 は、 その デ ィ レ ク トリー をみ て フ ァイル を選 び、 これ を受 信(ダ ウ ンロー ド)

した後 、端 末側 で再 生 させ る。パ ソ コ ン通 信 で はXMODEM、 イ ンター ネ ッ トで はFTPの

よ うな フ ァイル 転送 プ ロ トコル が使 われ てい るが 、 イ ンタ ーネ ッ トで は この過 程 を 自動化

したGopherも 普 及 して い る。

この よ うな フ ァイ ルの 集積 に は、 本 来的 な検 索機 能 が な いの で、 全体 的 には デ ー タベ ー

ス とは いい に く く、 ラ イ ブ ラ リー(文 庫)と い うの が適 当 で あ ろ う(個 々 の フ ァイル は、

実際 に は小 規 模 なデ ー タベ ー スで あ り うる)。 この よ うな運用 は、 デ ー タベ ー ス にお け る、

オ ンラ イ ン とオ フ ライ ンの 中 間的 な流 通形 態 を提 示 して い る。通 信速 度 の 向上 に よ り、 こ

れ までCD-ROMを 用 い て物 流 ル ー トで配給 され て いた デ ー タや デ ー タベ ー ス の一 部 は、

この よ うに次 第 にオ ンラ イ ン(オ ン ・デマ ン ド)的 に配布 され る こ とに な るで あ ろ う。 ビ

デ オ ・オ ン ・デ マ ン ドは、 この種 の流 通形 態 の典 型 とい え るが 、電 子雑 誌 、 電子 新 聞 な ど

もこの流通 方式 で運用 され るで あ ろ う。通 信 イ ンフ ラの 整備 に従 っ て、 本 来 的 な オ ンライ

ン ・デ ー タベ ー スの ほ か、 この オ ン ・デマ ン ド型 のデー タベ ー スの適 用分 野 も拡大 され る

で あ ろ う。

1-4-4イ ン タラ クテ ィブ トラ ンザ ク シ ョン

マ ル チ メデ ィア に関 して、 双 方 向CATVの もつ可 能 性 の高 さは常 々指 摘 され る と ころ

で ある。 その要 点 は、高 速 通信 が可 能 でか つ、利 用 者 との対 話 が で きる こ とに あ る。 高 速

通 信 に よる対話 型 シス テ ムで は、 例 えば、 オ ンライ ン ・シ ョッ ピング な ど も、 現在 パ ソコ

ン通信 で行 わ れ て い る よ うな もの に比 べ て、 は るか に高 級 な システ ム にす る こ とが可 能 で

あ る。 す なわ ち、 映像 化 され た カ タ ログ を見 せ る こ とが で きる し、 また単 に オ ンライ ンで

注 文 を受 け るだ け でな く、 並行 して電話 で の問 い合 わせ に応 じる こと もで き るで あ ろ う。

また 、文 献 デー タベ ー ス ・サー ビス にお け るSDI(SelectiveDisseminationofInforma-

tion)と 同様 に、顧 客 の 関心 に応 じた個 別編 集 の カタ ログ を配 信 す る こ ともで き るで あ ろ

う。

一9一



この種の応用 は、①情報 を売 るのが 目的で はな く、物 品を販売するための手段 としてデ

ータベ ースを用 いる点 と
、②利用者 との対話が、検索指令 だけでな く、問い合わせ、発注、

決済な どを含 めて複雑 になる とい う点 に、大 きな特徴がある と考 えられ る。 そこで、 これ

をインタラクテ ィブ型 あるいは トラ ンザ クション型 という別項 とした。

情報 の販売は、これ まで、印刷物やCD-ROMな どの電子化媒体等、いずれにせ よ情報 を

物理的な媒体 に記録 し、 これを物流 ルー トに乗せ ることで行 ってきた部分が大 きい。マル

チメディア高速通信の世界 では、情報流通 のオ ンライ ン化 、物流か らの離脱が一層進展す

る と同時 に、通常 の商 品の販売 について も、 これ に付 随す る情報交換(カ タ ログ供給 な

ど)、情報処理(代 金決済な ど)の 面 でのオ ンライン化が進行 して、電子取引が浸透す るで

あろう。 これ は流通体系の再構築 を促 し、新 たな経済 ・社会 をもた らす ことにな ると思わ

れ る。

1-4-5デ ー タ構 成 と流 通 方 式

前章 と本章 において、画像データベースの内容構成 と流通方式 の両側面か ら、 タイプ別

の検討 を行 った。 そ こで、今後 にお ける画像データベースを考 えるにあたって、両側面の

各 タイプを組 み合 わせなが ら、個々 に検討す ることが可能で ある。例 えば、印刷物モデル

のデータベースについて、 これ をオ フライ ン型で流通 させ る とすれば、 どの ような内容の

データベースが これに適 するか、 またオ ン ・デマ ンド型 の流通な らば、 どれが有望か とい

った要領である。画像データベース、マルチメデ ィア ・デー タベースに関 しては、い まだ

に不透明 な部分が多いが、個々の内容的な特性 を流通の方式 と組 み合わせて評価 してゆ く

ことが有用であろう。

1-5画 像デー タベース発展の環境

情報ハ イウェイの整備 は、今後 における情報化進展のための基盤 として、 しばしば言及

される。 これは、画像 データベースの発展 を促す条件 として も重要である。本章 では、 こ

れ を含めて、画像 データベース発展 のた めの環境 条件 をま とめ る。

1-5-1標 準 化 と互 換性

現 在、 静 止 画 像 に つ い て は、JPEG、GIF、TIFF、BMP、DIB、PICT、EPS、XBM

等 々、 実 に多 くの表 現形 式 が使 われ て い るが 、再 生 プ ログ ラ ムの方 で もこれ らに対応 して、

多 くの形 式 の画 像 を見 られ る よ うに して い るのが 普 通 で あ る。 この意 味 で、 単一 の標 準 が

実現 されて い るわ けで はな いが 、利 用者 か ら見 た互 換性 は保 たれ て い る。

動 画 につ いて は、MPEG、QuickTime、VideoforWindowsな どの 形式 が 並立 状態 に

あ るが、 再 生側 で は互 換性 を持 つ よ う開発 が進 め られて い る よ うで あ る。 また、 これ らに

対応 す る ビデオ支 援 ボ ー ド類 も各種 開発 され つつ あ る。 もっ と も、 この種 のハ ー ドウ エア
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については、従来の状況で は接続 ・稼働 に手 こずることが多 く、初心者 には困難が大 きい。

こうした点 を改善するべ く、PlugandPlayな る標語の下 に、周辺機器 やボー ドを装着す

るだけです ぐに使 える ようにするための技術開発が進め られつつある。

画像データベースの発展 ・普及 に向けては、関連機器 にお ける、 この ような互換性技術

の進展が重要である。各種のマルチメディア ・ソフ トが どの機種 で も動 くという、オープ

ン化状況 を現出することが、マルチメディアの大衆化 に必須である と考え られるか らであ

る。

1-5-2マ ル チ メデ ィア専 用機

ところで、上記の ようなパ ソコン ・周辺機器における互換性の確保 とは別のアプローチ

として、用途 を絞 り込 んだマルチメデ ィア専用機 という方 向があ りうる。 ワープロ専用機

の例 に見 られるように、特定の用途 に関 して大 きな市場が見込 まれ る場合、不要な機能 を

落 として、安 くて使 い易 い専用機 を開発すれば、それがさ らに一層の普及 を促す ことにな

るか らである。

昨今の一体型マルチメディア ・パ ソコンは、マルチメデ ィア専用機 の原初的形態である

と考 えられる。現行の製品 は、マルチメデ ィアCD・ROMソ フ トの再生 を主眼にした ものの

ようであ るが、それ 自体 は、 もちろん 「汎用」のパ ソコンで ある。専用機 としては、用途

をさらに絞 り込 んで、 す ぐ使 えて値段の安い ものを考 える必要がある。 もっとも、マルチ

メディアの関連 で、専用機が優位 になる可能性のある用途 ・分野 は何か とい うのが問題 に

な る。従来の機器 と感覚的な親和性 の点か らみると、CDラ ジカセな どの音楽CD再 生機器

の延長上 に、既 にふれたVideoCDプ レイヤーがある。 また、電子 ブックなる専用機iがす

でに存在 しているが、 これのマルチメディア化 とい う方 向 もあるで あろう。

ところで、オ ンライ ン ・データベースへのアクセスを包括す るには、通信機器 と通信 ソ

フ トウェアを予め内蔵 する必要があ るが、この方面はあまり進んでいない。UNIX系 ワー

クステー ションではETHERNETボ ー ド内蔵型が普通で あるが、パ ソコン系統ではLAN

ボー ドやモデム内蔵 の機種 はわずかである。 この点、 ワー プロの方がむ しろ進んでお り、

通信機能 内蔵の機種 が数年前か ら発売 されている。 この際、オ ンライン/オ ン ・デマ ンド

型 の画像 データベースが簡便 に利用で きるようなマルチメディア ・パ ソコンやマルチメデ

ィア専用機 の開発 も望 まれ よう。

1-5--3画 像 デ ー タ資 産

画像データベースの発展 に関 しては、データの蓄積量が重要である。今後、新たに画像

データベース向 きにデータを収集 し、 データベース化する とい うことも必要であるが、 当

面は、既存 のデータの再加工 ・再利用 による画像データベー スの形成 が重要 と思われ る。

本報告書に も、読売新 聞縮刷版CD・ROMとNHK放 送番組 とダイヤモ ン ド社 の統計資料
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を統 合 して構 成 したCD-ROM「JapanBusinessToday」 の事 例 が報 告 され て い る。 また 、

連 続 テ レ ビ ・ドラマ をCD・ROM化 した もの な ど も発 売 されて い る。

画像 デー タの蓄積 で は映 画 ・テ レ ビの系統 と図 書雑 誌 の系統 の二 つ が有 力で あ ろ う。 す

で に、 図書 の系統 で は、 そのCD-ROM化 も増 加 しつ つあ る。今後 は、映画 ・テ レ ビの素材

に よ るデー タベー ス の開発 が 期 待 され る。 映画 で は、 ビデ オ版 も発 売 され るのが今 や普通

に な ってい るが、 これ は フ ィル ムか ら ビデオ への 単純 な媒 体 変 換 で あ る。 画像 デー タベ ー

ス化 、 マル チ メデ ィア ・デー タベ ー ス化 に おい て は、単 な る媒 体変 換 で は ない、 あ らたな

付 加 価値 の創 造 が必 要 で あ る。 それ が具体 的 に どの よ うな もので あるか は、 まだ 明 らかで

はな いが、JapanBusinessTodayの 事例 に見 られ る よ うに、文 字 ・画像 ・音声 を組 み合

わ せ た、 まさにマル チ メデ ィア で あ って、 しか もデー タベ ー ス的 な操 作 性 を実現 した もの

にな る と思 わ れ る。

1-5--4高 速 通信 網 と通 信 経費

オンライン型 またオン ・デマ ン ド型 による画像データベースの流通 には、高速 かつ低廉

の通信網の整備が必要 であることは、情報 インフラとして、 しばしば言われているところ

であ り、政策的に もすでにその推進 が図 られつつ ある。通信環境では、容量 ・速度な どの

性能的側面に加 えて、料金面 の動向が重要である。すなわち、通信速度、通信距離、デー

タ量 などに比例 した従量性料金体系 は、 どうして もネ ッ トワークを介 した コンピュータ利

用 を萎縮 させ る結果 になるが、画像データのような大容量データの伝送 に関 してはなおさ

らそうであろう。 この際、固定料金 とか割 引制度 な ど、高速大量通信 の時代 に即 した料金

制度が検討 され るべ きであろう。

1-5-5著 作権 処理

マルチメデ ィア ・データベースでは、既存 のデータの加工 ・再利用が重要であることは

すでに述べた。 この場合、現状 では著作権の処理が非常な陸路になっているとい うことが

指摘されている。小説の演劇化、映画化、 ビデオ化 などは、以前か ら行われて きた ところ

で あるので、既存素材のマルチメデ ィア化 といって も、 ことさら新 しい ことではない。問

題 は、マルチメディア とはどんな ものであるのかが、 この方面の素人である著作権者には、

具体的イメージとして分か らない とい う点 にあろう。 あたか も、映画 を見 た ことのない小

説家 に映画化の話 を持 ちか けるような ものである。

従 って、 これは、マルチメデ ィアが一般 に普及す ることによって自然 に解決 される側面

も大 きいのであるが、それだ けに現状では適切 な促進対策 を要する。すでにマルチメディ

ア関係の著作権処理 に関 して、関係方面 において検討が進 め られているので、 その進展 に

期待 したい。
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1-6お わ り に

画像 データベ ースあ るいは これを含めたマルチメディア ・データベースについて は、そ

の可能性の広さゆえに、 か えって具体的イメージがつかみに くくなっている。本委員会 に

おいて も、オ ンライン型 とパ ッケージ型 の2方 向か ら、既存事例の調査 を行 い、 また アン

ケー ト調査 を実施 して、現況の把握 と将来動向の分析 を試 みた。論点 は、端末側 ・制作側

のハー ドウェア ・ソフ トウェア、素材資産、高速通信網、法制度等多岐 にわたっている。

今 日の状勢 では、 まとまった結論 を出す段階 には至 っていない ものの、マルチメデ ィア的

な ものへの方向性は見 えてきている。 また、マルチメディア環境 の整備 に向 けて、関連各

業界、政策 当局 において、各側面か らの努力がなされつつ ある。 これ に並行 して、データ

ベース関係 において も、 データベ ースのマルチメディア化 に向けて、積極的 な取 り組みが

期待 され るところであ ろう。
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第2章 画像 デー タベースの現状 と課題

-

り
ム

リ
0

4

9
ム

リ
ム

リ
ム

9
ム

新聞紙面 を画像 データベ ース化 した

「読売新聞 電子縮刷版」

マルチメデ ィア ・データベース
"J
apanBusinessToday'92"

海外製CD-ROMデ ータベースの日本での利用状況と課題

オ ンライ ンでの画像 データ伝送方法 の共通化





第2章 画像データベースの現状 と課題

2-1新 聞紙面を画像データベース化 した

「読売新聞 電子縮刷版」

2-1-1は じ め に

読売新聞社は、新聞画像 データベース 「読売新聞電子縮刷版」の発行 に踏切 り、1994年

1月 版 を同年2月15日 に発売 した。新 聞全紙面 の画像をインデ ックス とともにCD-ROM

に収録 した もので、 この種のパ ッケージ型 データベースは、世界で もこれ まで例がなか っ

た。(写 真2-1)

写真2-1発 売された 「読売新聞電子縮刷版」。後ろは冊子体の縮刷版。

2-1-2メ デ ィア の 特 性 と読 売 新 聞

「新聞 は歴史 その もの」 といわれる。特 に一般全 国紙 のカバー範 囲は広い。歴史 を形成

す る社会事 象 を中心 に、時 には天体 の現象 まで、主要なニ ュースや これ に関す る論説 ・解

説 を紙面 に日々印刷 し、発行 している。 また新聞は、多 くの人たちに長年 にわたって読み

継 がれ、社 会に対す る身近な"ア ンテナ"の 役 を果 たしてきた。なに より、一覧するだけ

で、読者 に主要 な、 または自分 に関わ りの深いニ ュースの核心 を把握 させ る特性 がある。
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それは新聞が、 自らも歴史 を重ねなが ら、現実か らニュースを捕 らえ、料理 し、提供す る

情報処理の ノウハウを蓄積 してきたか らにほかな らない。雑誌、 ラジオ、 テレビな ど多 く

のマスメディアが普及 した現在 も、新聞の社会的役割 は変 わ りな く、その責任 はます ます

重 くなっている とさえいえる。1874年(明 治7年)11月 創刊 の読売新聞は、1994年 、創刊

120周 年 を迎 えた。発行部数は朝刊だ けで998万 部(1994年1月)を 超 え、1,000万 部 に迫 っ

ている。

取材 ・通信網 は、東京、大阪、西部、 中部の4本 社 を核 に、国内の2支 社、108総 支局、

287通 信部 と海外の33総 支局か らな ってい る。記者、 カメラマ ンは合計約2,500人 。他 に海

外 の主要新聞 ・雑誌23紙 誌 と特約 ・提携 関係 を結 び、内外の通信社17社 か ら配信 を受 けて

いる。

2-1-3リ フ ァ レンス需 要 と手 段

新聞は原則 として毎 日発行され、通常は読 み捨 て られ る。情報 は読 まれた瞬間 に消費 さ

れるが、 それで情報価値が失われ るわけではない。 フロー情報はいったん消費 されたあ と、

新たにス トック情報 としての価値 を備 えるのである。新聞資料が 「史料」 といわれ る理 由

が ここにある。

このため過去の新聞 に対す るリフ ァレンス需要 は高 く、根強い ものがある。全国の新聞

資料がそろっている国立国会図書館の新聞閲覧室では、1日 平均200人 の閲覧者 を迎 えると

いう。

新聞は 日々発行 され る形態の ままでは、保存が難 し く、散逸 して しまいやすい。 そ こで

読売新聞社 は、報道 の記録 を新聞原紙以外 にも長 く残 し、公器 としての責任 を明確 にす る

と同時 に、幅広い リファレンス需要 に応 えるため、 これ までい くつかの手段 を講 じて きた。

主な ものはマイクロフ ィルム(35mm)、 縮刷版(月 刊)と 記事データベース(オ ンライ

ン)で ある。 またマイクロフィルムや縮刷版の記事検索を助 ける索引集 「読売ニ ュース総

覧」(年 刊)も 発行 している。

マイクロフィルムは1951年(昭 和26年)2月 制作 を開始、創刊号以来 の紙面画像の保存

を続 けている。 また冊子体の縮刷版 は1958年(同33年)9月 分か ら公刊 を始め、現在 に至

っている。縮刷版 は複製 した紙面 と目次 ・索引か らなっている。

2-1-4記 事 デ ー タベ ー ス

(1)デ ー タ構成

記 事 デ ー タ ベ ー ス 「YOMIDAS」(TheYomiuriShimbunDatabaseSystemの

愛 称)は 、1986年(同61年)9月 か ら構 築 を開始 した。 現在 、 利 用 は社 内 だ けで な く、商

用 デー タベ ー ス会社3社 にデー タ を提 供 す る こ とに よ り、 一般 の利 用 に も供 してい る。 と

くにパ ソ コン通 信 ネ ッ トワー クを介 した ゲー トウ ェイに よるア クセ ス が、 この と ころふ え
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ているのが 目立 つ。

YOMIDASに 収録 されているのは、読売新聞社(東 京)発 行 の朝 夕刊最終版(1986年9

月以降)の ほ とん どの記事 と読 売新聞大阪、西部両本社発行朝夕刊、同中部本社発行朝刊

の各最終版(い ずれ も1990年11月 以降)の 主要記事。東京版 の記事で逆に収録 していない

ものをあげる と、 テレビ ・ラジオの番組案内、単 なる催 し物案内、歌壇 ・俳壇欄 の応募入

選作品、株式市況 の相場一覧などである。

記事の内容 は、政治、経済、社会、スポーツ、文化、生活、科学、国際な どあ らゆる分

野 にわた り、特定分野 に内容 を限定 しない、本格 的な 「全方位型」デー タベ ース とい うこ

とができる。

データは、大 きく分 けて記事 と検索語(キ ーワー ド)の2つ の部分か らな ってい る。 こ

のうち記事部分 は、タイ トル(見 出 し)、 ア ドレス(掲 載年 月日、朝夕刊の別な どを示す所

在 ・書誌情報)、 それ にテキス ト(本 文)に よって構成 されている。

タイ トルは、新聞の見 出 しをその まま使 うのが原則。ただ し37字 以内。必要に応 じて追

加、修正す る。「編集手帳」、「よみ うり寸評」の ような見 出 しのないコラムには、 テーマ

にそってデータベース独 自に付加す る。

ア ドレスは、記事が掲載 された紙面 を特定する所在情報 が中心。 ほかに記事 の属性 を示

す他の書誌情報 も盛 り込 まれている。内容 は、掲載紙面の発行年月日、発行本社、朝夕刊

な ど紙誌名 、ペ ージ、記事番号、扱い段数、写真 または表付 きの識別、文字数、社外著作

物 の識別、面種、版、提帯部の各項 からな り、数字、アル ファベ ッ ト、 その他 で記号化 さ

れている。

テキス トは、記事本文全文 をその まま横組みに した もの。 ただ し、文字や記号 はJIS第

1、 第2水 準に対応、 これ以外 のた とえば漢字はカタカナに置 き換 えられる。

一方、検 索語 は、記事 のタイ トル、本文 に含 まれ る名詞 を中心 とした単語、熟語。漢字、

平がな、 カタカナ、アル ファベ ッ トな ど記事 中の表記通 りの語彙のほか、漢字、平が なの

表記 にはカタカナの振 りがなが対 になっている。この中にYOMIDASの 管理語辞書(注2

-1)な どシステムに搭載 された辞書で管理 されている語彙が あれば
、その同義語 と索引

語(上 位語)も 付加 され る。 また検索語ではないが、検索 を助 けるキー として、掲載年月

日などア ドレス項 目の一部や記事分類 コー ド、記事種 コー ド、 さらに一部の記事 について

レンジ数値(注2-2)が 利用できる。

検索語 は1記 事 当た り平均65個 、最大99個 まで付 けられ る。 これは見か け上で、実際 は

フリガナが振 られた り、 システム辞書の語彙が反映す るので、検索語の実数 は この2倍 以

上 とい うことになる。

(2)デ ー タ編集

データの流れ と編集の手順 に簡単 に触れる と次の通 りである。
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新聞の最終版 の印刷が終了す ると、CTS(ComputerizedTypesettingSystem)に よる

紙面制作側 のファイルか らデータベ ース側 のフ ァイルに記事デー タが渡 される。それぞれ

のホス トコンピュータの機種が違 うため、 コー ド変換 をした後、 自動インデキシング(検

索語の切 り出 し)が 行われ る。 これは語彙 と語彙の間にスペースのない日本語 の文字列か

ら検索語 を抽 出する重要 な工程。記事 デー タの見 出 しを含めた冒頭か ら400字 以 内を対象

とし、不要語 を除去 しなが ら抽 出 した検索語 にフリガナを振 ってい く。同時 に日本人名(フ

ルネーム)が あれぼ、姓 ・姓名 ・名 の3通 りの検索語 を発生させ、 システムの人名辞書(注

2-3)に 登録 されている人名 なら、正確な フリガナを振 る。

このあ と編集者がデータを点検 す る。 まずア ドレスに社外著作物の記号 をつ けるか どう

か判 断。次 に見出 しを37字 以内に整 えるとともに、 自動的に切 り出された検 索語 をチ ェッ

ク。本文 中、 自動イ ンデキシングの対象範囲 を超 えた部分に必要 な語彙が あれぼ、検索語

として加 える。 また記事 のテーマにそって記事 分類 コー ド(1記 事3つ まで)を 付与。 さ

らに必要 に応 じて、記事種 コー ド、 レンジ数値 を付加 する。

編集作業が終わ ると、データベース登録 にはい るが、 この際、管理語辞書の シソー ラス

が展開、 同義語や上位の索引語 を付加す る仕組 み。 あとは商用データベース会社 にオンラ

イ ンでデータ送信が行われ、1日 の作業 が終了す る。

2-1-5開 発 の背 景

すでに述べた新聞情報の リファレンス手段(資 料)の うち、一般 の人 にも比較的利用 さ

れる機会 が多いのは、記事 データベー ス と冊子体 の縮刷版だ ろう。

記事 データベースは、なによ り豊富 な検索語が身上。 あらか じめ決 め られた言葉(統 制

語)に よらず、思 いついた言葉(自 由語)で 記事が探せるフ リーターム検 索方式 を採用で

きるの も、 この検索語があるか らである。

東京本社発行最終版 の場合、記事 は月約8,000本 、年約9万6,000本 を数 える。 これに対

し、フ リガナを含 めた検索語 の総数 は、平均 で月約100万 個、年約1,200万 個 にのぼる。

これが大 きな記事群の中か ら目的の記事 を選 び出すカギの役割 を果たすわ けだが、探 し

当てた結果、参照で きるのはあ くまで文字の情報 だけ。紙面 に掲載 された写真、イラス ト

な どは見 る ことはで きない。 と くに最近 は、新聞 を一層読 みやす く、分か りやす くしよう

と、紙面 の ビジュアル化が進んでいるため、データベースを利用 した場合、記事 によって

は紙面 に比べ情報量が落ちてしまうケースがふ えて きた。

また記事 データベースは、本来、歴史的な事実の記録 を後 日参照するのが主要な 目的で

あ るため、新聞発行の段階では予定 にす ぎないテ レビ ・ラジオの番組案内や単 なる催事案

内な どは収録 していない。

同時 に、 そのままの体裁ではデータベース化 しに くい株式市況 の相場一覧な ど一部の数

表 も収録対象か ら除いている。
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さらに立場 を変 えて利用者の側 か らみると、厳正な予算管理の もとに運営 されてい る図

書館、教育機関な どは、情報料や通信 コス トが変動するオ ンライン ・データベースをリフ

ァレンス ・サー ビスに利用 しきれない という現実がある。

一方
、冊子体の縮刷版 についてみる と、記事データベースでは採録 していない欄や広告

を含む全紙面 を網羅 しているうえ、紙面 をそのまま複製 しているだけに、情報の欠落はな

い。問題 は、朝夕刊合 わせて月約1,500ペ ージに ものぼ る紙面 をA4判 の印刷物 として収

録 しているため、厚 く、重 い こと。一時期に比べページ数が減 っているとはいえ、最近1

年の平均で1冊 の厚 さが約4.5cm、 重 さが約2.5kgも ある。逐次刊行物 として、時間の経

過 とともに書庫のスペースを食 ってい くので、図書館 に とって保存が悩みのタネにな って

いる。

また索引 ・目次で主要記事 を探す ことはできるが、小 さなお知 らせや続報な ど、いわゆ

るベタ記事 まで引 く手掛 か りにはなっていない。特にデータベースを利用 した ことのある

人 には、 この索引 ・目次 はいささか物足 りなさを感 じるだ ろう。

この ような縮刷版 の弱点 をカバーす るね らい もあって、年刊 索引集 「読売ニ ュー ス総

覧」を1981年 か ら別 に公刊 してい る。 これはYOMIDASの1年 分の記事 タイ トル、 ア ド

レスを分野別、50音 順 に整理、編集 し直 したもので、かな りの精度で記事 を引 くことがで

きる。 しか し、各年版 の発行が翌年4月 ということもあ って、機能 を十分果た している と

はいえない。

新聞 リフ ァレンスの手段 として、利用者 にはすでにな じみの これ ら資料 も一長一短があ

り、 「史料」としての新聞情報 を一層活用するために、関係者の間で改善の道が長 い間模索

されていたのである。

2-1--6開 発 の 経 緯

新聞情報の リフ ァレンスには、全紙面の画像 データベ ースが理想であることは、記事 デ

ータベース構築 に取 り組 んだ当初 か らすでに明 らかだ った
。それ も単なる切 り抜 きイメー

ジのサー ビスではな く、紙面全体 、 しか も見開きのレイアウ トも参照できるものができな

いか。それ は長い間の夢だ った。

夢が にわかに現実味 を帯 びてきたのは、 日立製作所が高度のイメージ ・データ処理機能

を持つCD・ROM用 「イメージROMド ライブ」 を商品化 した1992年 夏以後 の ことである。

間 もな く、CD・ROM版 「特許公報」などに使 われる この技術 を、新聞紙面のデータベース

化 に利用で きないか検 討が始 まった。

1993年 春 には日立製作所、丸善、読売新聞社3社 の実務者による勉強会が組織 され、技

術面や市場性 などに関す るフィー ジビリティー ・スタデ ィーが約半年 問続 けられた。

技術面で最大のテーマ は、収録 する画像データの解像度 をどう設定 すれば よいか とい う

問題だ った。つま りCD-ROM1枚 当た りにいれる紙面数 はで きるだ け多 くする一方、可能
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な限 り精細な画質 も確保す るという相反す る命題 に折 り合 いをつける ことだ った。

テス トと評価 を重ねた結果、新聞1か 月分の画像データを前 ・後半 に分け、毎月2枚 の

CD-ROMに 収録 して提供で きる見通 しがついた。

この間、3社 の役割 について、 日立製作所は開発 ・製作、丸善 は販売、読売新聞社 は原

情報の提供 ・発行 をそれぞれ分担する ことが確認 された。 また1994年1月 版か ら 「電子縮

刷版」 として発売 する方針 も決定。1993年8月 末、3社 に よる共 同発表が行なわれた。

2-1-7シ ス テム の特 長

新聞資料の リファレンスのため、縮刷版 と記事 データベースのそれぞれ長所 を取 り込 み、

短所を補 った画期的なシステム とい うことができる。主な特長 は下記の通 りである。

①新聞記事 について、扱 いの大小、写真、イラス トを含 め、紙面情報 を欠落 な く参照で

きるうえ、周辺 にレイアウ トされた他 の記事や広告な どか ら時代の背景 など予期 しな

い情報 も得 ることがで きる。

②記事探 しに、 自由語検索な ど豊富、多彩 な手段が使 える。

③通信 コス トや情報料 を気に しないで利用することがで きる。

④ 月次CD・ROMは 、収納 ケース入 りで重 さ180g、 体 積268(㎡ 。冊子体の縮刷版 に比 べ、

重 さで約14分 の1、 体積で約10分 の1と な り、取 り扱 いやすさ と省 スペースを同時 に

実現する。

2-1-8シ ス テ ム の概 要

(1)提 供データとデ ィスク構成

情報 ソフ トウェアは、 月次分が2枚 、年間索引が1枚 の1年 分合計25枚 で構成 される。

毎 月のCD-ROMは 、A、B両 版のセ ッ トで、紙面の画像 データは、A版 に1～15日 の

分、B版 には16日 ～月末の分がそれ ぞれ収録 される。朝夕刊最終版のほか別刷 りや号外の

紙 面 も収録の対象 とす る。 とくに見開 き紙面については、右、左両ペー ジのほかに中央部

分の画像 も仮ページとして収録。冊子体 の縮刷版では 「の ど」の部分 に折 り込 まれ、参照

で きない悩 みを解決 した。

また記事 タイ トル、 ア ドレス と検索語は、1日 ～ 月末の1か 月分同 じものがA、B両 版

に格納 され る。テキス トは当然 なが らない。

1か 月分の紙面は平均約1,500ペ ージ、タイ トル(ア ドレス付 き)は 約8,000件 、検索語

は約100万 個 を数える。

一方、年間索引 には1年 分のタイ トル(ア ドレス付 き)と 検索語が収め られ る。 こち ら

には紙面の画像データはない。合計 すると、 タイ トルは約9万6,000件 、検索語 は約1,200

万件 にのぼる計算。ただ し、記事 データベー スにあるレンジ数値 など検索キーの一部 に使

えない ものがある。
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(2)制 作工程 ・提供 サイクル

制作工程 は図の通 りである。(図 表2-1)

図表2-1電 子縮刷版の制作工程 と役割分担

データベース・イメージ提 供一 一 一 CD-ROM編 集 ・製 造 一 電子縮刷版販売一 一

発行元 読売新聞社 製造元 日立製作所 販売元 丸善
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まず光 デ ィスクに紙面の画像 を入力する際は、新聞原紙 を使用。紙面(A2判)の 大 き

さの まま200dpiの 精細度でイメー ジ入力。 この画像 データをMMR(ModifiedModified

READ)の 圧縮方式 でCD-ROMに 記録す る。

毎月15日 に前月版 を発行。年間索引 は、12月 版 とともに1月15日 に発行する予定。

(3)検 索 ・表示 ・印刷

主な機能 は下記の通 りである。画面操作 やプリンタか らの出力指示はマウスで、検索語

の入力はキーボー ドか ら行われる。

① キー ワー ド入力画面に、検 索語 を入力 して、記事 を絞 り込んだ り、対象 を広 げた りす

ることがで きる。表記通 りの漢字、平がなだけでな く、 カタカナで も検索できる。検

索条件 として、ANDとORが 使 える。(写 真2-2)

写真2-2電 子縮刷版のキーワー ド入力画面

・
.襯 〔 陪 隠 顕 醤
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② 日付入力画面 に、 日付、面積、ペー ジを入力する ことによ り、 目指す紙面 を表示 した

り、印刷するこ とがで きる。

③ キー ワー ド一覧画面で、入力 した検索語 に対 す る隣接語 を参照で きる。表示 された隣

接語 はその まま検索 に取 り込め る。(写 真2-3)

写真2-3電 子縮刷版の キー ワー ドー覧画面

灘 騨卵糊総盤=灘 綴窓斑斑櫟 離愁壕"燕 撒 『 叉黎芯恨弐、

④記事 タイ トルー覧画面か ら紙面表示を指示 した り、縮刷版大のフルペー ジ印刷 を指示

で きる。 また 「しお り機能」を使 い、複数の記事 について紙面表示を指示で きる。(写

真2-4)

写真2-4電 子縮刷版の記事 タイ トルー覧画面

き

瞳 ㌶蒙懸織 嚥濠繍1繍 購羅 羅 裟酒蒸轟
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⑤表示中の紙面か ら前後の 日付 の同種面や前後のペー ジに移 ることがで きる。 また紙面

をペー ジ順 に次々 と画面に表示す る自動ペー ジめ くり機能で、直接紙面か ら記事 など

を探 す ことがで きる。

⑥画面表示 モー ドは4段 階。紙面の画像 について、1/1の 全面、1/2面 、1/4面 、

1/8面 と拡大 ・縮小の各表示モー ドが選べ る。スクロールが 自在 にできる。

⑦ 印刷 はA4判 の用紙が標準。印刷モー ドと精細度 は、 フルペー ジの縮 刷版大(400

dpi)、 文字原寸大(200dpi)、 文字4倍 角(100dpi)の3種 類。常に縦位置 の縮刷版大

のほかは、縦 ・横 の位置指定がで きる。 また文字原寸大、文字4倍 角のハー ドコピー

には、 それぞれ右 下隅に 「読売新聞、発行年 月日、朝夕刊な ど紙誌名、ペ ージ」が 自

動的に印刷 され、「出所」が記録 され る。欄外 に これ らの所在情報 を必ず持 つ縮刷版大

の コピー には付かない。(図 表2-2)

⑧画面上 にあるガイ ド枠 を動か し、印刷 したい紙面上の位置 を選ぶ ことがで きる。

図表2-2文 字原寸大のコピー。右下隅に 「出所」が 自動的に印刷 される。
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(4)機 器 の構 成

電 子縮 刷版 を利 用 す るた めのハ ー ドウ ェア は、 パ ソ コ ン と日立 製 作 所 の イ メ ー ジROM

ドライ ブ、 お よび専用 レーザ ・ビー ム ・プ リンタ に よ り構 成 され る。

イ メー ジROMド ライブ には、 画像 デ ー タ処 理 に必要 な イ メー ジ ・デ ー タ圧 縮 ・伸 長機

能 、 デー タ間 引 き機能 な どが 搭載 され て い るた め、 パ ソコ ンの性 能 や 互換 性 な どに左 右 さ

れず に シス テ ム を構 築 で きる。 したが って 日立製 作 所以 外 のパ ソ コ ン(メ イ ン ・メモ リ8

Mバ イ ト以 上 の もの)も 、原則 としてSCSIイ ンタ フ ェース(SmallComputerSystem

Interface)を 増 設 す るだ けで利 用 で き るよ うに な る。

イ メー ジROMド ラ イブ には、 す で に 出回 って い る出版 物 の書 誌情 報 な どテ キス トだ け

のCD・ROMも もち ろんか か るので 、利 用 の 幅 は大 き く広 が る はず で あ る。(図 表2-3、

2-4、2-5)

図表2-3電 子縮刷版の機器構成 と印刷モー ド

z

イメ ー ジROM

電子縮刷版検索ハ ー ドウェア

レーザ ー

プ リン ター

・シ ス テ ム ・一

・ ピ ー

1一
s ン

`

口 田一≡ 1川 1」一ー一」11

11 、 ■

パ ソコ ン ＼___._.__. 〆一 寸 一 〉
電 子縮 刷版

CD-ROM
○

A4判

闘駄印眉

1∩ ∩月'

A4判

文字原献鴫

o∩ ∩」'400dpi 200dpi

A4判

文字4桔角礪

100dpi

図 表2-4イ メー ジROMド ライ ブの対 応 機種(い ずれもメインメモリーに最低8Mバ イト必要)

機 種 モ デ ル 名 OS

FLORA

シ リー ズ

3010DT

3010CS

1010

MS・DOS(Ver3.210r

Ver.5.0)

又 はMS-DOS5.0/V

MS・Windows(Ver.3.1)

他社DOS/V機
DOS/VVer.5.O

MS・Windows(Ver.3.1)

PC-9801ES2、ES5

PC'9801RA2、RA5、RA21、RA51

PC・9801RS21、RS51

PC9800

シ リー ズ

PC-9801DA2、DA/U2、DA5、DA/U5、

DA7、DA/U7

PC-9801CS2、CS5、CS5/W

MS-DOS(Ver.3.210r

Ver.5.0)

MS・Windows(Ver.3.1)

PC・9801US、US40、US80

98MATE(PC-9821Ae、As、Ap)

98FELLOW(PC・9801BX、BA)
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図表2-5 イ メー ジROMド ラ イブ、 レー ザー ・ビー ム ・プ リン タの機 器仕 様

(1)イ メージROMド ライブ機器仕様

機 種 CDR-5150

タイプ スタ ン ドアロ ン ・タイ プ(水 平置)

イ ンタフ ェース

SCSI(ミ ニ コネ クタ)×2

日立バ ス(増 設CD-ROMド ラ イブ接続用)×1

ビデ オ1/F(レ ー ザー ・ビー ム・プ リンター接続 用)×1

オ ーデ ィオ出力

ヘ ッドフ ォン(ミ ニジ ャック)

ラ イ ンア ウ ト(USピ ン ジ ャック)

イ メ ー ジ ・バ ッ フ ァ 標準4Mバ イ ト

システム ・メモ リ 標準128kバ イ ト

漢字ROM JIS第 一/第 二標準24ド ッ ト×24ド ッ ト

対応画像データ 2値 非圧縮/MMR圧 縮

レーザー ・ビーム ・プ リンタ

出力能力

・A4サ イ ズ200dpi/400dpiの 解 像度対応

・印刷速 度:最 大8枚/分(連 続 時)

イメージ処理機能 ・イメー ジデータ圧縮/伸 長

・任 意縮 小/拡 大/回 転(左 右90。)

・キ ャラクター ・コー ドの文字 フ ォン ト展 開

・イ メー ジ ・デー タの イメー ジ ・バ ッフ ァ内複 写機能

・簡 易ユーザ ・プ ログラムの登録 実行

・文 字 フ ォン ト登録機能(64x64ド ッ ト最 大)

・上書 き、OR/AND/EOR/ス ム ー ジング処理

対応Disk CD・ROM規 格

Diskサ イ ズ 12cm

回転数 200～530rpm(CLV)

アクセス時間(平 均) 0.35秒 … ラ ンダム ・アクセ ス時
、

回転待ち時間 平均 内周:56m秒 外周:150m秒

転送 レー ト

モ ー ド1:153.6kバ イ ト/秒

モ ー ド2:175.2kバ イ ト/秒

環境条件 温度

湿度

5～35℃

15～80%RH

外形寸法 360(W)×360(D)×65(H)mm

電源 AC100V±10%50/60Hz

消費電力 10W(最 大25W)

質量 約5㎏
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(2)レ ー ザー ・ビー ム ・プ リンタ仕様

機 種 CDR-LPA4-1

プリント方式 電子写真方式

プリン ト速度 8秒/枚

外形寸法 454(W)×492(D)×232(H)mm

電源 AC100V±10%50/60Hz

消費電力 690W

質量 約19㎏(本 体のみ)

2-1-9著 作 権

新聞の紙面は、著作権が 自社 に帰属す る著作物だけで埋 め られてい るわけではない。寄

稿、投書 は じめ、通信社 の記事 ・写真、広告な ど著作権 が社外 に存在する著作物 を相 当数

包含 している。 しか し、紙面全体 は、新聞社の編集著作物 であ り、個々の著作物 とは別個

に著作権が認め られてい る。

したがって、新聞紙面 を縮小 して複製 した縮刷版 の出版 は、 自社で行 う限 り特 に問題 は

ない との見解の もとに発行が続 けられて きた。

紙面 をCD・ROMに 複製す ることは、紙 に複製することと本質的に変わ りな く、電子縮刷

版 はその名 の通 り、冊子体 の縮刷版 の延長線上にあるメデ ィア とい う意味が こめ られてい

る。

一方
、利用面 では、社外著作物に対す る不測の侵害を防止 するね らいもあって、画面表

示、印刷 いずれの場合 も、機械的な切 り抜 き処理がで きない。た とえ一部分だけズームア

ップ しようとして も、結果 的には周辺の記事 などがついた まま、新聞社の編集著作物であ

る紙面 その ものの複製が提供 され ることになる。

それで も電子メデ ィアの特質か ら、瞬時 に大量 の複製がで きるなど著作権法 との関係で

目を放せない側面がある。

そこで、当面は、著作権者の許諾な しに複製等のサー ビスを行 うことが一定の ワク内で

認 められている図書館 な どの機 関を重点 に販売 してい く方針。企業な どに対 して は、利用

上のルール を文書で確認 の うえ、提供 してい くことにな ろう。

2-1-一 一10課 題 ・展 望

① カラー化時代 を迎 えている新聞の紙面情報を正確 に保存 する観点か ら、 カラーへの対

応 を図 りたい。ただ し月次分のCD-ROM枚 数 を増 やさない ことが条件 となる。

②紙面の半分 を占める広告は、時代 を反映す る重要な情報。記事 と同じように広告のイ
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ンデ ックスを用意 したい。検索が可能 になれぼ、世相 を捕 らえる新 しい視野を提供 す

ることになろう。

③他紙 の参入が待たれ る。複数の新聞が同 じシステムを使 って参照で きるようになれば、

図書館や資料室には欠かせ ない存在になろう。

④著作権法上 の論議 の行方 を慎重 に見極 めなが ら、時代 にふ さわ しい電子メディアの提

供 と利用に関す る新 しい社会的枠組みを形成 してい く必要がある。

注2-1

注2-2

注2-3

索引語、同義語、狭義語、関連語で構成。ほとんど毎 日の ようにメンテナンスしている。管

理語総数は約4万 、 うち索引語は約1万 。

掲載年月日のほか、事件事故の被災人数(人)、 被災戸数(戸)、 被害金額(円)、 公定歩合・

内閣支持率などの比率(%)が ある。検索の特別なキー となる。

正式には読売式人名辞書。「読売年鑑」別冊分野別人名録 をもとに年1回 更新。約6万 にの

ぼる著名人の名前が登録されている。
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2-2マ ル チ メ デ ィ ア ・デ ー タベ ー ス"JapanBusinessToday'92"

2-2-1開 発 の い き さつ

NHK衛 星放送番組 『JAPANBUSINESSTODAY』 は、 日本、 アメ リカ、イギ リスで

放送 されているNHK制 作 の 日本 の経済ニ ュースである。

JAPANBUSINESSTODAY(JBT)が 放送 を開始す るとき、英語のナレーシ ョン原

稿 を作成す るためマッキ ン トッシュが20台 ほ ど導入 された。放送が開始 されてか ら今 日ま

でのすべ ての原稿がマ ッキン トッシュの中に残 っているので、 これ を使 ってマルチメデ ィ

アの ソフ トが開発で きないか との提案がNHKの デ ィレクター よ りカテナ株式会社 にあ

った。 カテナで検討 した結果、JBTの ニ ュー ス原稿 とVTRが 見 られ るだけでは難 しい

が、企業 の財務データやマーケ ッ ト・データ とリンクして見 られるようなものがあれば、

ニーズが あるのではないか との結論 にな り、出版社 との共同 プロジェク トが企画 され、

NHKの 関連会社である株式会社NHK情 報ネ ットワー ク、株式会社ダイヤモ ン ド社 と合

意 に達 した。

日本の貿易黒字の拡大が問題 とな り、 日本の市場の開放が叫ばれているが、海外企業が

日本 に進 出す るうえで、 日本の ビシネスを理解す る効果的な資料が少ない。例 えば、 日本

紹介をVTRで 行おうとすれば、2時 間のVTRを 制作 して も伝 えられ る ことはほんのわ

ずかであ り、それは こちら側の伝 えたい ことを一方的 に押 しつ けているだけの ことであ り、

相手の知 りたい こととずれてい るか も知れない。 また、ダイヤモ ン ド社に企業財務 データ

を英語 にして くれ との要望 もかな りあったようだが、 これ も各企業 の業績 はわかるがわか

るのはあ くまで個々の企業 の活動 の結果 であ り、 日本の ビジネスの全体的な こととして捉

えるのは無理である。JBTは 、NHKが 世界 に向けて放送 してい る日本の経済情報番組で

ある。1991年4月 か ら1992年3月 までの 日本の経済 の動 き、重要な出来事 が網羅 されてい

る。同時期 の各産業、個々の企業 の財務 デー タを リンク してインタラクテ ィブに見 ること

により、 自分の知 りたい 日本の ビジネスの ことが具体的な もの として把握 で きるようにな

って くる。

日本の ビジネス、マーケ ッ トの ことを知 りたがっている多 くの人 は、ただ理解す るだけ

でな く、 レポー トの作成な どの その次のアクションが必要な人達だ と思われる。 ダイヤモ

ン ド社が持 っていたデー タに、商業統計、工業統計な どを加 えて、 さらに簡単なマーケテ

ィングのレポー トが作成で きるソフ トも加 えることにした。マーケティングのプラ ンを立

案 するに必要 なデータを どの ような形で リンクすれ ば使 いやすいか、考 えなが ら作成 した。

日本の ビジネスの本質 をよ り理解 して もらうためには、放送 され たVTRを 見せ る必要が

あった。

この ような考 え方の下 に技術的な可能性 を追求 した結果、 データを リンクさせ る機能 な
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どの ユー ザ ・イ ンタ フ ェー スの 面 か ら、マ ッキ ン トッシ ュ、ハ イパ ー カー ド、 ク イ ッ クタ

イ ムの組 み合 わ せ が最 も適 してい る と判 断 され た。

2--2-2製 品 の 概 略

NHK情 報 ネ ッ トワー ク、 ダイ ヤ モ ン ド社 、 カ テナの3社 共 同 で開発 したCD-ROM版

JBTは 、1991年4月 よ り1992年3月 まで の 日本 経 済 を取 り巻 く出来事 を 中心 としたNHK

の 番組JAPANBUSINESSTODAYの ニ ュー ス のナ レ一一ーシ ョンに、ダ イ ヤモ ン ド社 の持

って い る約5千 社 の会 社 要 覧、 決 算報 告 書 の一部 とマ ー ケ ッ ト ・デ ー タを加 えた もので あ

り、1991年4月 よ り1992年 の3月 まで 日本 の経済 は どの よ うに動 き、 企業 は その 中 で どの

よ うに活 動 して きたか を即座 に検 索 、編 集 し、 レポ ー トを作 成 で き る機 能 を持 った もので

あ る。

2-2--3開 発 コ ン セ プ ト

近 い将 来 、ISDB(IntegratedServicesDigitalBroadcasting;統 合 デ ジ タル放 送)や

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork;統 合 デ ジタル通 信 網)が 整 備 され 、 コ ン ピ

ュー タの利 用 が進 む と、 マル チ メ デ ィア とい う概 念 の も とに、 デ ス ク トップ で さ まざ まな

種 類 の情 報 を統 合 して利 用 す る こ とが可 能 に な る。ISDBで は さ まざ まな情 報 や デー タ を

ひ とつ の伝送 路 に統合 す る こ とに よ り、 現在 行 わ れ てい る動画 と音声 に加 え、 イ ラス ト、

文 字、 図 形 、 キ ー ワー ドな どコ ン ピュー タ向 けの デ ジタル情 報 も同時 に放 送 した り、 映 像

を デー タベ ー ス化 した りす る こ とが で き る よ う に な る。 た とえ ば、 家庭 のパ ソ コ ンか ら

ISDNを 通 じて映 像 デ ー タベ ー スや その他 の多種 多様 な デー タベ ー ス にア クセ ス し、 キー

ワー ドに よ って好 きな テ レ ビ番 組 を デス ク トップで見 る こ とがで きた り、 映 像 、 図形 、 文

字 な どの さ まざ まな形 態 の情報 を検 索 し、 そ れ らをその場 で利 用 す る こ とが で きる よ うに

な る。

今 回開発 した"JapanBusinessToday'92"は 、NHKの 衛 星放 送 で放 送 され た番 組 の

1年 間 のニ ュー ス原稿 と厳 選 され た 約80分 の映 像 がCD・ROM1枚 に圧 縮 して蓄 積 さ れ て

い る。 それ にキ ー ワー ドな ど検 索 に必要 な デ ー タ を付 け加 え、 ダ イヤモ ン ド社 の管 理 す る

約4,000社 の会 社 の財 務 デ ー タ や多 様 な統 計 デー タ を リンク し てい る。 ハ イパ ー カ ー ドを

プ ラ ッ トフ ォー ム として い るの で、 キー入力 な しで マ ウス を使 って簡 単 に操 作 で きる こ と

も特徴 のひ とつ で あ る。

全 て放 送 終 了 後 の作 業 で は あ るが、CD-ROMの 上 で放 送 デ ー タベ ー ス と統 計 デ ー タベ

ー ス を有機 的 に リ ンク して コン トロー ルす る シ ステ ム を実 現 してみ せた 未 来 型 デ ー タベ ー

ス の モ デル とい え る もの を イ メー ジ して制 作 され て い る。
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図表2-61SDBを 利用 したデータベース概念図
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2-2-4ソ フ トの詳 細

● タ イ トル:MultimediaAlmanac"JapanBusinessToday'92"

● 概 要:日 本 の マ ー ケ テ ィ ン グ ・デ ー タ を集 約 し た 、CD・ROM版 ビ ジ ネ ス 年 鑑(英 語
、

版)。NHKの 英語 に よる衛 星 放 送 番組"JapanBusinessToday"の 放 送用

素 材 とダ イ ヤモ ン ド社 が著 作 権 を管 理 す る各 種 ビジネ ス ・デー タ を組 み合 わ

せ た マ ッキ ン トッシ ュ用 マ ル チ メデ ィア ・ソ フ ト。HyperCardを プ ラ ッ トフ

ォー ム として い る。

●メデ ィア:CDROMデ ィス ク(1枚)

●ソ フ トウ ェアの タイ プ:HyperCardの ス タ ック

● ソフ トウ ェア構成:"JapanBusinessToday'92"ス タ ック

HyperCard2.1(Colorized)

QuickTimeINIT

FS6Patch

●販売価 格:100,000円(800US$)

●内 容:基 本 構 成 は、 以下 の3つ のパ ー トか ら成 る。

(1)JapanBusinessTodayNews

(2)JapaneseEconomicStatistics

(3)MakeYourOwnPresentation
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(1)JapanBusinessTodayNews

・NHKの 衛 星放 送 番組"JapanBusinessToday"の 記事3 ,000件 か ら構 成 され て

い る。

※"JapanBusinessToday"は 、 日本 の衛星 第1放 送 で放 送 され てい る。 その他 、

全 米4,000万 世 帯 をは じめ、 ヨー ロ ッパ 、 ア ジア な ど全世 界 で放 映 され て い る。

(2)JapaneseEconomicStatistics

・全 上場 企 業 及 び有 力 非上 場企 業約4 ,000社 の企業 の財 務 デ ー タ を始 め国勢 調 査 、商

業 統計 、 工 業統 計 な どか ら抽 出 した各種 のマ ーケ ッ ト ・デー タで構 成 。

(3)MakeYourOwnPresentation

・マ ーケ テ ィン グ戦 略 立案 に必 要 な項 目 をフ ォーマ ッ ト化 。

・マ ーケ テ ィン グ戦 略 立案 の知 識 や経 験 の な い人 に もプル ダ ウ ン ・メニ ュー で必 要

な項 目 を選 ぶ だ けで作 成 で きる ソ フ ト。

●製 品 の特 徴

1)世 界 に も類 を み ない 日本経 済 に関 す る英語 の マルチ メ デ ィア ・ビジネ ス年 鑑 ∨・

・日本 で起 こった 主 な経 済 ・産 業 の ニ ュー ス をすべ て網羅 。

・日本 の市 場 、 商 習慣 な どの特 殊 性 を扱 った映像 を掲 載 し、 な おか つ さ まざ まな検

索 方 法 で91年 度 の 日本 に関 す る最新 の経 済 ・産 業界 の動 きを知 る こ とが で き る。

・1991年4月 ～1992年3月 までの経 済 ・ビジ ネス記事 約3
,000件 以上 を収録 。

2)ク イ ックタ イ ム ・ム ー ビー を使 用 した本格 的 マル チ メ デ ィア ・ビジネ ス ・ソ フ ト

・約80分 、 計50タ イ トル の映像 ニ ュー ス を含 む。

3)数 々 の 日本 の マー ケ テ ィ ング ・デー タ を満 載

・上 場 、非 上 場 を含 む約4,000社 の財務 デー タ(1992年3月 決 算 の もの が 中心)。

・マ クロ経 済 指 標 、都 道府 県別 民 力、 メー カ別 マー ケ ッ ト ・シ ェア、産 業 別 指標 な

ど を国 勢調 査 、 商業 統計 表、 工 業統 計表 な どか ら抽 出。

4)い くつか の 方法 に よ る検 索が 可能

・会 社 名 、 キ ー ワー ド(200語)、 日付 な どに よる検 索。

5)検 索結 果 は、 簡 単 に編 集 ・加 工す る こ とが 可能

・デー タ は、Macintosh共 通 の フ ォー マ ッ トで書 き出 す こ とが で きるの で、 ほか の

ソ フ ト(表 計 算 ソ フ トな ど)に 取 り込 ん で グラ フの作成 、 オ リジナル ・デー タ と

の組 み合 わせ に よ る独 自の資料 の作 成 な どが行 え る。

6)簡 単 に ドキ ュメ ン トの作成 が 可能

・各種 デー タをパ ー ト(3)の`MakeYourOwnPresentation'と い う名 の マ ー ケ テ ィ

ン グ ・プ ラ ンニ ング ・ツール に取 り込 む こ とに よ り、 短時 間 で 日本 の 市場 に関 す

る企画 書 、報 告書 を作 成 す る こ とが で き る。

7)統 計 デー タ は 日本 語 として も取 り出 し可 能
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・財 務 デ ー タ、 マー ケ テ ィ ング ・デー タ な どは簡 単 な キー操作 に よ って 日本 語 とし

て も取 り出す こ とがで きる。

●対応 機 器構 成

ア ップル社製 マ ッキ ン トッシ ュLC以 上

シス テム6.0.7以 降

13イ ンチ ・カ ラー ・モニ ター、256色 以上 表 示 可能 な ビデオ ・カー ド

必要 最 小 メ モ リ5MBRAM

CD・ROMド ラ イ ブ

2・-2--5デ ー タ リス トー 覧

(1)JapanBusinessTodayNews

・記事(テ キス ト情 報)約3 ,000件(1991年4月 ～1992年3月 まで)

・マー ケ ッ ト情 報(1991年4月 ～1992年3月 まで)

式

融

物

債

替

株

金

先

国

為

日経225株 平均 、TOPIX、TOPIXII、OTC

コール レー ト、手 形 割 引 レー ト、CD(譲 渡 性預 金 レー ト)

日経 、TOPIX、JGB

JGB(10年)、US(30年)

円/ド ル、 ドル/ポ ン ド、 ドル/ド イ ツマル ク、 ドル/ス イ.スフ ラ ン

・映像 情 報(QuickTimeMovie)

50タ イ トル 計 約80分

(2)JapaneseEconomicStatistics

・財務 デ ー タ(合 計3 ,964社)

全 上 場企 業

有 力 非 上場 企 業

・マー ケ テ ィング ・デー タ(計191datasheets)

以下 の5項 目 に分れ る

・マ ク ロ経 済 指標

・都 道府 県別 デ ー タ

・ライ フス タ イル

・時系 列 デー タ(年 次 変化)

・業界 別 デ ー タ

(3)MakeYourOwnPresentation

以 下 の5つ の フ ォー マ ッ トに分 れ る

・マ ク ロ経済 環境

・業界 環 境
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・競 合 分 析

・ターゲ ッ ト分 析

・流通 環 境

2-2-6画 像 デ ー タの記 録 ・蓄 積

画像(動 画であれ、静止画で あれ)を デジタルで保存 するのには莫大なメモ リを必要 と

す る。 データの記録蓄積 はその用途 に適 した方法で行 えば よい。添付 した歌舞伎 の舞台の

写真は13イ ンチ ・モニ タのスク リー ン ・シ ョッ トである。JapanBusinessTodayの クイ

ックタイム・ムー ビーで動 くVTRは 、センターの部分だけである。ス ピー ドと画像 の鮮明

さを考 えて何度 もや り直 し、最適の大 きさが選ばれた。1秒 間に約10フ レームか ら15フ レ

ームの再生なので動 きが少 しぎこちない。 ただ し、 これ を制作 した時期 は1992年 の8月 頃

なので、現在 のクイ ックタイムの技術 はさらに進 んでいよう。

動画 デー タはアナ ログでレーザ ・デ ィス クにする方が鮮明で蓄積量 も多い。数十台のレ

ーザ・ディスクをパ ソコ ンで コン トロールす ることも出来 る
。写真で撮 る ものはフォ トCD

で記録 した ほうが処理 しやすいか も知れない。画像 データベースで どうして自分の欲 しい

目的の画像 データにた ど り着 くかを考えると、い きな り画像 データを探 すのではな く、 ま

ず、文字 データで目的の画像データの存在場所 を探 し、 その後、 目的の画像データを呼び

出 して くる。現在、国立東京博物館では この ようなシステムで所蔵品の写真の管理が行 わ

れてい るが、デ ジタルのカー ド型データベースにレーザ ・デ ィス クに記録 したアナ ログ画

像データを リンクさせ る。 カー ド型 データベースにはレーザ ・ディスクのア ドレスを記録

してお けば、 目的の画像 データは即座 に呼び出す事がで きるので簡単である。そ して呼び

出 したアナログの画像データをデ ジタル化 し自分のパ ソコン上 に記録す るか、通信 の段 階

でデジタル化 して送れ ばよい。
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写真2-5JAPANBUSINESSTODAY'92の 商 品

写 真2-6オ ー プ ニ ング ・タイ トル

写真2-7メ ニ ュー画 面
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写真2-8JAPANBUSINESSTODAYNEWSの メ ニ ュー画 面

写真2-9JAPANESEEONOMICSTATISTIC「 企業財務データ」のメニュー画面

写真2-10ク イ ック タイム ・ムー ビーの ス ク リー ン ・シ ョ ッ ト

サイズは13イ ンチ ・モニタVTRで 動 く部分はセンターの部分だけ
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2-3海 外製CD・ROMデ ー タベー スの 日本 での利用状 況 と課題

2-3-1日 本 市場 へ のCD・ROMデ ー タベ ー ス導 入 経過

(1)大 学で採用 され る海外CD・ROMデ ータベース

CD-ROMの 製品第1号 が出荷 されたのは1985年 であるが、日本の場合、プラッ トフォー

ムが多数存在 し選択が限 られた等の要因で、 当初 いわれたほ どには普及が進 まなか った。

ここ数年来、導入を図 る大学 図書館 が急速 に増 えてきた。これは実際 にはオ ンライ ンDBを

利用 したいが、予算上の制約 もあるのでパ ッケー ジ ・ソフ トを購入す るためで ある(米 国

で もその ような理由が最 も多 い)。CD-ROMデ ー タベースが本来持 っている優れた特性 と

「固定予算で使 い放題 に使 える」 という料金体系が、大学 な ど教育機関に歓迎 され、今や

独 自の市場 を築 きつつある。

電子情報サー ビス業界では各社 とも売上 の内訳 を公表 していないので推定だが、オ ンラ

イ ン・サー ビスでは企業の利用が圧倒的 に多 く、大学関係 は10%位 と思われる。CD・ROM

の場合 はその逆で、ニーズの大部分が大学図書館 に支 えられている。海外の出版社の中に

は、日本 は技術水準、経済規模 に比 べてCD-ROMの 市場 としては小 さい と指摘する所 もあ

る。一般 に発展途上国では通信 回線 の質が良 くないため、 ノイズ、つ まり文字化けが発生

しやす く、オンライン・サービスを利用 しに くい環境か ら次善の策 としてCD・ROMへ の依

存度が高 くなっている と思われ る。

(2)海 外CD-ROMデ ー タベ ー スの分 野 別 タイ トル数

大 学 図 書 館 で よ く利 用 さ れ るCD-ROMデ ー タベ ー ス に は次 の よ う な もの が あ る。

J・BISC、ULP、MEDLINE、CD-HIASK、 広 辞 苑、CD・BOOK、AURORA、N・BISC、

Cl}WORD、EM、OED(デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター の調 査 に よる)

現在 、世界 で 流通 して い るCD-ROMは 推 定8,000タ イ トル、この うち 日本 と欧 州 が1,500

タ イ トル、米 国 は4,500タ イ トルで先 導 して い る といわ れ る。米 国 のCD'ROMは 分 野別 に

ど う出版 され てい るか、 また 日本市 場(大 学 ・企 業市 場)で 輸 入 実績 あ る海 外CD-ROMの

分 野 別分 布 は どうな って い るか、 につ いて集 計 を試 みた。(図 表2-7、 図表2-8)

こうい う集計 もあ る とい う こ とで正 確 な統 計 で は ない が、 日本 市場 に導 入済 あ るい は導

入 が進 むCD-ROMは 、自然科 学 ・技術 分 野 の割合 が高 い のが 特徴 とい え よ う。今 後 、人 文 ・

社 会 科学 分 野 での遅 れ を取 り戻 す方 向 で、 市場 が展 開 す る可 能性 は充 分 あ る。

CD-ROMの 提供 につ いて は、 わ が 国で デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を展 開 してい る書籍 輸 入

業 者3社(丸 善 ・紀 伊 國屋 ・ユ サ コ)と もに電 子 出版 専 門 の販 売 チ ー ム を設 け、 ユ ー ザ の

照 会、 注文 に対応 して い る。 また、CD-ROM販 売 に必 要 な各種 の テ クニ カル ・サ ポ ー ト、

デー タベ ー スの 内容 そ の ものへ の質 問 に も応 え られ るス タ ッフを用意 して い る。
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図表2-7米 国市場の分野別CD・ROMタ イ トル数(1992年)

分 野 タイ トル数 構成比(%)

一般

1

856 16.4

自然科学 ・技術 1,489 28.5

社会科学 ・人文科学 1,577 30.1

ビジネス

1

932 17.8

その他(ゲ ーム等) 375 7.2

合 計

1

5,229 100.0 (重複 算定 あ り)

(CD・ROMsinPrint1993よ り)

図表2-8日 本の大学 ・企業市場の分野別CD-ROMタ イ トル数

分 野 タイ トル数 構成比(%)

一般
93 29.5

自然科学 ・技術 142 45.1

社会科学 ・人文科学 30 9.5

ビジネス

.

50 15.9

その他(ゲ ーム等) 0 0

合 計 315 100.0 (重 複 算 定 あ り)

(丸善CD'ROM総 合 カ タログ1993よ り)

(3)企 業で利用 され る海外 医薬 ・特許CD-ROMデ ー タベース

a.MEDLINE

日本 で最 もよ く利用 されているCD-ROMの 一 つ。NLM(米 国立医学 図書館)が 収集 す

る病理学、臨床医学、公衆衛生、歯科、看護、薬理 その他世界70カ 国、約4,000種 の医学雑

誌 を収録 した代表 的医学 データベース。各 レコー ドはシソー ラスMeSHで 統制索 引化 さ

れ、高度 な検索が可能。1966年 か ら現在 まで18枚 に収録、更新は年12回 。価格 はDIALOG

の場合24万 円。

b.特 許関係CD・ROM

1994年1月 か らCD-ROM特 許公告公報が特許庁か ら刊行 され る。既 に1993年1月 か ら

CD-ROM公 開公報の刊行が開始 されているが、これ らは特許庁が推進 して きたペーパ ーレ

ス計画の成果 である。 日本特許情報機構(JAPIO)で はこのデータを累積 し、化学 ・機械 ・

物理 ・電気 の4分 野に編集 して刊行する。 また公 開公報のイ ンデ ックス ・データを1枚 に

集約 した 「JAPIO公 開 目次CD-ROM」 を1994年7月 に刊行予定。本文の100枚 を一々 ドラ
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イ ブに掛 けて検 索 す るの は大 変 な手 間 な ので 、公 開番号 、 名 称 ・要 約 の語 句 な ど10の 検 索

項 目を備 えた 目次CD・ROMの 刊 行 が 各 方面 か ら期待 され て い る。 これ らに対 応 す る海 外

特 許CD-ROMデ ー タベ ー ス は、U.S.PatentFulltext、U.S.PatentSearch、PatentImages

等 が あ り、欧 州 もので は欧 州特 許機 構(EPO)か ら刊 行 され て い るEspace等 が 、 オ ンライ

ン補 完 に使 われ て い る。

(4)個 人向け海外CD-ROMの 流通

一般消費者向 けの海外製CD -ROMを 扱 う日本の流通業者 は まだ少数 だが、マルチメデ

ィアを中心にゲームやム ックの卸販売 を行 う所が出始めた。1994年10月 にパ シフ ィック ・

ハ イテ ック社が池袋サ ンシャイ ンで一般ユーザ向 けのCD-ROM即 売会 を実施、予想外 に

多数の来客があったようだ。米 国市場ではパ ソコン ・ショップ、 ソフ ト専門 ショップ、通

信販売 な ど多 くの流通ルー トがあ り、 キッ ト販 売 ・バ ン ドル販売は常識 だが、価格 は店 に

よってマチマチ との事。 日本で も個人向 けのCD-ROMの 価格 は書店 ・家電店 ・ソフ ト専門

店が独 自に割引価格 を設定 し、ユーザ はサポー トその他 のサービスを勘案 して購入先 を選

択 している。

2-3-2各 分 野 の代 表 的 な海 外 製CD・ROMデ ー タベ ー ス紹 介

(1)ABI/INFORM

UMI社 の製 品 の 中でDissertationAbstractsと 並 ん で需 要 の 多 い製 品。1971年 以 降 最

新 分 の ビジネ ス及 び経 営管 理 関係 の雑 誌 約800タ イ トル か ら索 引 と要 約 を4枚 に収 録。 各

レ コー ドは150語 の抄 録 と書 誌 デ ー タ を含 む。 更 新 は年12回 で 価 格 は フル セ ッ トで108万

円。ABI/INFORMの フル テ キ ス トのCD-ROM:BusinessPeriodicalsonDiscに は、

全 文記 事 を出力 す る ドキ ュメ ン ト ・デ リバ リー機 能 が付 い て お り、 それ に必 要 な ソフ トお

よび専 用 ハ ー ドProQuest3000シ リー ズ をセ ッ トで リー スす る方式 が採 られ て い る。

(2)ADAM医 学 解剖 マ ル チ メデ ィア ・ソ フ ト

ADAMの 正式 名称 はAnimatedDesectionofAnatomyforMedicineと い い、米 国A.

D.A.M.SoftwareInc.が 開発 、1992年 の発 売 以 来、全 米100以 上 の医 学教 育機 関 で1,500

セ ッ トが利 用 され てい る。約2万 枚 の人 体解 剖 画 像 、組織 顕 微 鏡 写真 、X線 写真 、 断層 画

像 、磁 気 共鳴 写 真 で構 成 され て お り、人 体 の正面 ・背面 ・側 面 ・内部面 か ら各 々 数 百 層の

解 剖 図が 観察 で きる。 関連 デ ー タが テキ ス ト、音 声、写 真 、 アニ メ、 クイ ックタ イ ム ・ム

ー ビー等 で視 聴 で き
、 画面 上 で仮 想 メス を使 った人 体解 剖 の シ ミュレー シ ョンが可 能。 そ

の他 、画 像加 工 ・編 集 ・音 声 の登 録 機 能 もあ る。 対応 パ ソ コ ンはMacintoshお よびWin-

dowsで 、 日本 語 版 も刊行 され る。
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(3)ADONIS

ADONISと はArticleDeliveryOverNetworkInformationSystemsの 頭 文 字 を とっ

た もの で、オ ラ ンダ の 出版 社Elsevierを 中心 に欧 州 の出版 社40社 が コ ン ソー シア ム を形成

し、 生物 科 学 ・医学 ・薬 学 系 の学術 雑 誌500タ イ トル の全 文 を画像 デー タ化 してCD-ROM

で提供 す る シス テ ム。 年 間約18万 件 、50万 頁 の写 真 ・図表 入 り文献 を毎 週1枚 ユ ー ザ あて

空 輸 す るの で、印刷 物 との タ イム ラ グは ほ とん どな い とい う。ADONISの シス テム作 りの

目的 は、 出版社 に とって深 刻 な問題 で あ る コピー ・マシ ンに よる文献 の野放 図 な複 写 へ の

対 策 として、 ロイ ヤ リテ ィー徴 収 を前 提 と した ドキ ュメ ン ト ・デ リバ リー ・シ ス テム を確

立 す る こ とにあ った 。 日本 国 内の契 約 ユ ー ザ は未 だ 数 カ所 に留 まって い るが、 イ ンデ ック

ス ・フ ァイ ル用 のハ ー ド ・デ ィス ク やCD・ROMを 収 容 す る ジ ュー ク ボ ック ス(INCOM

NSMCDR100)な ど高性 能 の機器 が 必要 な こ と も普及が 足踏 み して い る理 由か も知 れ な

い。利 用 料 金 は年 間 契約 料(約200万 円)と 出力時 の ロイヤ リテ ィか ら成 り、 文献 を印刷 出

力 す る と自動 的 に記録 され 、 ユー ザ は3カ 月毎 に フ ロ ッピー ・デ ィス ク にダ ウ ン ロー ドし

て報 告 し、 料金 を払 う義 務 が あ る。 課金 単位 は頁 数 に関係 な く1文 献 当 り500～1,300円 。

(4)ChemicalAbstracts化 学文献索 引 ・抄録CD・ROM

化学関係の最高 ・最大の逐次刊行物 と言われるChemicalAbstractsの12thCollective

Index&AbstractsCD-ROMが 米国化学会 か ら刊行 されている。 この第12期 累積索引は

1987～91年 のCAに 収録 された約300万 件 の雑誌記事、学会議事録、学位論文な どを網羅 し

た もので、印刷体 と同様の内容 に加 えてCAS登 録番号で も検索で きるのが ミソ。枚数 は

4枚 で364万 円。 当該機 関の累積抄録 ・書誌事項CD-ROMは2枚 で227万 円。

DIALOGとCASの 間で約3年 にわたって法廷で争われて きた訴訟問題 は、構造検索機

能 と抄録 の付与 についての問題であ る。「国民の税金か ら財政補助 を受 けてい る化学会 は

収集 した化合物情報 を民間 に公 開すべ きだ」 とい う論 旨でDIALOGは 訴訟 に踏 み切 った

のだが、最近、和解が成立 し、両者で共同事業 を模索すると発表があ った。

(5)DissertationAbstractsOndisc

1861年 以 降 に発 表 され た米 国 の主要 大 学 院や 欧州 の大 学 を 中心 に、約1,000の 大学 、100

万 以上 の博 士 論文 と修 士論 文 が収録 され て お り、世 界 の500以 上 の大 学 か ら毎年 約35,000件

が追加 され る。各 レ コー ドは全 て書 誌情 報 を含 み、1980年7月 以 降350語 の抄録 が付 加 され

て い る。 枚 数 は3枚 。

(6)Moody'sCompanyData

米 国 の上 場 企業1万 社 以上 、米 国以 外 の国 々 の7,500企 業 の沿革 や創 立 以 降 の事 業 内容 な

どの詳 細 な情 報 を収 録 して い る。LotusやStandard&Poorsと 世 界 市 場 を分 け合 って い
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る企 業 デ ィレ ク トリで、 日本 で は一歩 リー ドしてい る と見 られ る。価 格 は100～120万 円。

(7)OxfordEnglishDictionary2ndEd.onCD・ROM

英語 の 現状 と歴 史 の集 大成 として中世 か ら現代 に至 る まで の6,000万 語 を収 録、主見 出 し

35万 語 、 引用 数240万 、 総文 字数3億5,000万 を誇 る英語 事 典 の最高 峰 。全 国 の大 学 図書 館

で先 ず備 えつ け るべ き トップ ラン クCD-ROMで あ ろ う。従 来 のIBM版 に加 えて1993年7

月 か らMacintosh版 が発 売 され た。価 格 は13万8,600円 。

2-3-3CD・ROMの 課 題

(1)パ ソ コン、海外製 ソフ ト、インス トール

海外製CD・ROMはIBMとMacintoshの パ ソコンを前提に開発 されているので、 この

2種 な らばソフ ト対応面 での問題 は少ない とい える。海外製 ソフ トを扱 う流通業者 として、

NECにWindowsが 入 った機種 な ら海外製 ソフ トも動 くだ ろうといわれ るが、100%の 保

証はで きないので可能 な限 りテス ト版 を入手 し確認 する必要がある。一方、 メーカが保有

す る優れた ソフ トを国際的に相互乗 り入れ させ ようとす る動 きが あ り、 その中で富士通 と

アップルの提携 は大 きな流れの始 ま りとなるか も知れない。

米国製 の個人 向けCD-ROMは 、マルチメデ ィア を中心 に40～50ド ル程度 の価格帯が多

いが、直輸入 し販売す るソフ ト専門店が徐々 に増 える傾向にあ り、薄利多売で広範 なユー

ザ を確保 しよう としている。映像 中心の ソフ トでは英語 に対 するアレルギーは少 ないが、

高額で学術 的な製品では 日本語バージ ョンの投入が数量確保 のカギ とな ろう。

販売店ではインス トールは有料(ソ フ ト2万 円程度、ハー ド含めば5万 円程度)が 原則

である。マルチメディア ・ソフ トには画像、音声な ど相当の仕掛 けが してあるのが普通だ

が、Macintoshは ユーザが比較的容易 にイ ンス トールで きるとしている。最近販 売のパ ソ

コンはインス トール済の製品が多 く、購入後、直 ぐにCD-ROMを 利用で きるものが多 くな

った。

(2)CD-ROMデ ー タベース使用契約の問題点

海外のCD-ROMデ ータベース利用 に際 し、 ライセンス使用の許諾契約 を必要 とす る場

合が多 く、 内容の著作権 を尊重する事 が求 め られる。更新 に際 して古いデ ィス クを返却 し

なけれ ばな らないのは、新 しいデ ィスクの情報は可能な範囲で最新の状態 にアップデー ト

され、 キュムレー トされているか らである。大学 図書館 の中には雑誌のバ ック ・ナ ンバー

を保存 してお く感覚で 「古いディスク も大学 の資産 であるか ら返す ことはない」 と主張 さ

れる向 きがあ り、販売担当者が戸惑 うケースが あった。出版社 との契約 をよ く読んで貰 え

ば、利用契約が終了 した時ユーザの手元 にあ るCD・ROMは 引上げ られ、利用マニュアルが

残 され るのみ と書 いてある。データベース系のCD-ROMは 、情報 とサー ビスを提供す るの
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で あ って 「物 」を売 るの で は ない、 とい う こ とを理 解頂 け る筈 。パ ッケー ジ系 のCD・ROM

の場合 は、 書籍 と同 じ よ うに売 切 り、 買切 りの取 扱 いで よい。

(3)マ ル チメデ ィア と著作権 問題

1つ のマルチメディア ・ソフ トを制作す る時、 シナリオ ・画像 ・映像 ・音声な どの著作

権者がそれぞれ高額の使用料 を主張す ると、採算が とれな くなる例が あると聞いている。

またデジタル処理で色々な画像 ・映像の組合せや改変が自由にで きるため、同一性保持権

の問題で許諾を得 ることが難 しくなることが指摘 されている。 このデータの コピー とペー

ス ト問題 については制作現場 において試行錯誤が続いてお り、現段 階ではグ レー ・ゾーン

とい う外ない。欧米 の場合は自社のグループ内で解決 を図る例が多 く、関係企業の吸収 ・

合併 に走 る場合が しば しば見 られ る。

(4)ア ダル トCDは 必要悪?

アダル ト産業が飛びつ くニ ューメデ ィアは必ず普及す る、 とい う原理が あるそ うだ。か

つての家庭用 ビデオデ ッキがそ うだ った。わいせつCD-ROMを 輸入 した業者が逮捕 され

規制が強化 される事件が あったが、アダル トのみならず多 くの情報 ビジネスが存立で きる

土壌 まで根絶や しにしてはニ ューメデ ィア も育たな くなる、一定限度 まで 「必要悪」 とし

て是認 して行 く姿勢 も必要ではないか とい う論旨 も見か ける。1993年10月 にアダル ト・ソ

フ トの功罪両面を検討 し意見交換す るイベ ン ト 「マルチメディア ・エ ロチカ」が、 ソフ ト

制作会社、ハー ド・メーカー、 フ ァンが参加 して東京で開催 された。

2-3-4CD・ROMネ ッ トワ ー キ ン グ

(1)基 本 コンセプ トとCDサ ーバ

CD-ROMデ ータベ ースには、抄録、索引、更 に写真や図表 を も含 むフルテキス トが収録

された ものが多 く、オ ンラインとの相互補完 として製品化 されて きた経緯 か ら、ネ ッ トワ

ークによるマルチアクセスの手法 はオ ンライン ・ユーザ側に とっては当然の発想である。

米国の大学図書館 にCD・ROMが 導入 された当初の利用方法 は、ス タン ドアロ ンの キャ

レルを数台～数10台 設置 し、図書館員あるいはユーザがディスクを出 し入れ したが、 これ

では省力化 やCD・ROMの 管理が不十分なので、多種類のCD・ROMに アクセスす るためジ

ューク ・ボックス型やデイジー型 の複数 ドライブが開発 された。 また利用頻度の高いCD-

ROMに ついては、書籍の ように副本 を揃 えるのは予算面で難 しいので、複数ユーザが同時

アクセスで きるネ ッ トワーク方式 の開発 の要望が高 まってきた。

1987年 にMeridianData社 がCD-ROMネ ッ トワークの コンセプ トを発表、DIALOG社

はその活用 を検討 し、翌1988年 のオ ンライ ン ・ミーティングで 「CDサ ーバ」 を推奨 した。

「CDサ ーバ」は日本国内に既 に20数 セ ッ トの納入実績 を持 っている。現在では同等の機
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能 を もつ機 器 として、OPTINETやCD-CONNECTIONが 市 場 に参 入 して い る。 基 本 コ

ンセ プ トは、 複 数 のパ ソ コ ンを回線 で接続 し、ハ ー ド、 ソ フ トの情報 資源 を共有 す る コ ミ

ュニ ケ ー シ ョン環境 で あ る。LANの ア プ リケ ー シ ョ ンの1つ だ が、構 築 に 当た って は ユ

ーザ の ニー ズ分 析 と将 来 の運 用 方法 を充分 に考慮 す る必 要 が ある。

(2)東 京工業大学の導入例

東工大 図書館 に納入 された 「CDサ ーバ」の機器構成の例 を図表2-9に 示 す。主要 セグ

メン トはCDサ ーバ、 ファイル ・サーバ、パ ソコン、 プ リンタをイーサネ ッ ト上 に配置 し、

ネ ットワークOSに よ り運用するもので、CDサ ーバ(モ デル314はCD・ROMド ライブを14

台内蔵)は4～8台 の並列接続が可能である。

ネッ トワーク上 で利用 され るCD-ROMの 著作権 については、 ほ とん どの海外製 品には

ネ ットワーク ・ライセ ンス として、ネ ッ トワーク利用料金が価格表 に明示 されている。具

体的には検 索パ ソコンが1台 増す ごとに何 ドル付加、何台 まではシングル ・ユーザ価格 の

何%増 な ど、 クライアン ト数 に基づ く料金体 系が多 い。

(3)CD・ROMネ ッ トワーキングの課題

a .ネ ッ トワー ク規格統一の見通 し

ネ ッ トワー ク技術 開発が各方面か ら同時進行中で、先が見 えに くい状況 にある。画像デ

ー タをCD-ROMネ ッ トワークに通す と、一時的 にネ ッ トを専有す る状態になる ことが あ

る。コンピュータ ・メーカ、 ソフ ト会社、通信回線企業な ど色々な企業グループが高性能

な規格 を提案 しているが、既存製品 も動かせるように との要望 も満 たす必要があ り、短期

間に統一 は難 しいので はないか と見 られる。

b.ネ ッ トワー ク ・ソ フ トウ ェア

ネ ッ トワー ク ・ソ フ トの トップ ラ ンナ ー、ノベ ル社 の ソフ ト`NetWare'の 世界 で、 どの企

業 の シ ス テム で もネ ッ トワ ー ク上 でCD-ROMが 使 え る よ うに な っ て きた。 廉 価 なDisk

Port(7ド ライ ブ までOK)の 出現 と、 ソフ トが 数10枚 の フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク に代 り1枚

のCD-ROMで 供 給 され る ように なれ ば、従 来 の よ うな導 入 上 の諸 問題 は ほ とん ど解 消 す

るだ ろ う。

c.LANの 回線方式 と無線LAN

ネッ トワーキングの導入に際 し、既存 の電話 回線 を利用 して欲 しい との要望が根強 くあ

るが、LAN回 線 とのマ ッチ ングの点 で難問である。むしろ、最近の事例で はLAN回 線の

質 を重視 し、将来の情報ハイウェイ構想に対応 しようとす る動 きが出始 めている。光 ファ

イバーを利用 して毎秒100メ ガビッ トの情報が伝送で きるFDDI型LAN、 あるいはマルチ
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メディア情報 をセル と呼ぶ固定長の単位 に毎秒150メ ガ ビッ ト以上 のス ピー ドで伝送 する

ATM(非 同期伝送モー ド)方 式LANの 導入が盛 んになって行 くだ ろう。

今後 の発展形態 としては、ユーザ空間にお ける無線LANの 実用化が課題 となって くる

のではないか。機器間の配線が不必要にな り、オ フィス ・レイアウ トの 自在 さが増 すな ど

の長所がある一方、現状 ではパ フォーマンスが落ちる といわれてお り、今後 はノイズ、混

信、人体への影響 などを解決す る必要があろう。
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2-4オ ンライ ンでの画像データ伝送方法の共通化

2-4-1過 去10年 の オ ンライ ン画像 伝 送

今 か ら10年 前 の1983年8月1日 に出版 された 「ビデオ テ ックスへの招待」(生 活構造研

究所編、新紀元社刊)の 冒頭 に、次 のような記載がある。

「ニ ューメディアの中心に ビデオテ ックスが位置 している と一般 に考 えられるようにな

って 日本ではいまだ 日が浅 い。 それ よりも、ニューメデ ィア ・フ ィーバーの騒然 とした状

態の中 で、ニューメデ ィアがいったい何であるか、何 をもた らすのか ということについて

す ら、正確な認識 は、い まだに少数 の人々の ものである。世界 の情報革命 は急速 な勢 いで

進展 している。多 くの問題 をともない、引 き起 こしなが ら、すでにあ ともど りで きない状

態 を生み出している。 その さなかにあって、情報革命 について明確 な認識 をもつ ことが今

こそ大切である と思われ る。」

キャプテン ・サー ビス等の困難に より、 ビデオテ ックス とい う言葉が本来の意味 を失 っ

て しまったのが、上記の文章 の ビデオテックスを 「オンライン画像伝送」 に置 き換 えれば、

10年 前の文章は現在 に もそっ くり通用すると思われる。

しか し、逆に言 えば、10年 前の文章が現在で も通用す ることの方が問題か もしれない。

それ は、ニューメデ ィアをめぐる本 質的な問題一それがいったい何 であるのか、何 を もた

らすのか一がい まだ明確 になっていないことの証拠で もあるか らである。

とはい え、 この10年 間 に、技術は大 いに進歩 し、ニューメディアを とりま く環境 は激変

し、サー ビス実現への条件 は、10年 前 と比較 にならないほ ど有利 になっている。パ ソコン

端末の高性能化、低価格化、オー プン規格化、通信 回線 まわ りの急速 な技術進歩に よる環

境整備、オープ ン分散 コンピューテ ィング技術の進歩 によるネッ トワーク化の加速 な どで

ある。

これ ら技術基盤は整 ってきた とはいえ、 これ らを使 ったニューメデ ィア系サー ビスの出

現 は、試行錯誤が繰 り返 されるであ ろう。

2-4-2最 近 の状 況

か つ て、 出版 ・印刷 業 界 にお いて 、 モ ノ クロ文字 の世 界 か ら、 グ ラフ ィ ック図形 、写 真

の 取 り込 み と、 その カ ラ ー化 が 行 わ れ、 それ に と もな う編 集 ・印刷 技 術 が発達 した 。 そ し

て、 何 よ りも、 消費 者 の 目が その よ うな カラー ・グラ フ ィ ックス 、 カ ラー写 真 を含 め た総

合 編 集 ペ ー ジに引 きつ け られ、 その結 果 として、 出版 ・印刷 業界 に於 いて は、 それ らは 日

常 的 に不 可 欠 の もの とな って い る。

他 方 、 コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを ツール とす る情 報 サー ビス業 界 におい て は、 い ま

だ にモ ノ クロ文 字 の世 界 が 主流 で あ る。 しか し、 出版 ・印刷 業界 の変 化 が教 えてい る よ う
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に、 メデ ィア としての コンピュータ ・ネ ッ トワークの発達は、明 らかに文字、図形(グ ラ

フィックス)、静止画(写 真)、 音声、動画の取 り込 み、総合化 に向か っている。 これは、

誰 の目か ら見て も明 らかである。

要 は、 これ らの総合化 と社会的拡 が りを持つサー ビスが一体 となって定着 するのが、い

つなのか という問題で ある。 そして、 そのサー ビス内容 として、何 を突破 口に全面展開 に

向か うかの問題 である。

10年 前 に、 ビデオテ ックス とい う概念で、 コンピュータ ・ネ ッ トワークをツール とする

マルチメディア ・コ ミュニ ケーシ ョンの突破 口を作 ろうとした試みが、推進側の能力不足

や足並みの乱れ、市場 の未成熟 な どの原 因で停滞 してきた。

しか し、情報サービス業界の中で、形態 はいろい ろで あれ、マルチメデ ィア ・コミュニ

ケーシ ョンへの試みは各種行われ、部分的に成功 しているもの もある。

例 えば、パ ソコン端末 の高性能化 とCD-ROMの 発達 による、スタン ドアロン・マルチメ

デ ィア機能 システムの実現、パ ソコン通信業界 にお けるカラー ・グラフィックス ・写真伝

送の部分的実現、施設内 における特定 目的用マルチメデ ィア ・コ ミュニケー ションの実現

な どである。

マルチメディア技術 の進歩 と低価格化 に支 えられ、個別 的なマルチメデ ィア ・コ ミュニ

ケー ションが実現 しつつあるわけだが、現在で もこれ らを総合化 し、社会 サー ビス として

定着 させ る技術環境や ビジネス環境が整っているわけで はない。

2-4-一 一3マ ル チ メ デ ィア ・サ ー ビス の 分 析

総合的社会サー ビス ・メディア としての定着 はまだ として も、個別的に作 られつつある

マルチメデ ィア ・サー ビスを、現段階で分析 してお く必要が あるだろう。

大雑把に言 えば、それ は次 のように分類 できる。

① イ ンフォメーション

放送 ・新聞 ・出版 ・データベー スのような情報提供

② コ ミュニケーシ ョン

電話 ・手紙 ・パ ソコン通信 ・TV会 議の ような双方 向情報交換

③ トランザ クシ ョン

人や品物の移動 とい う結果 を産 む予約や受発注

以上 は、いずれ も情報 に基づ く人間の意志や行動 に影響 を与 え、生活行動 ・社会行動 ・

経済行動の基盤 となる機能である。

これ らの機能 を実現す る際 に使 われる手段(メ デ ィア)と して、古来か らいろいろなも

のが存在 して きたわけだが、現代 はこれ らをマルチメデ ィア ・コミニ ュケーシ ョンとして、

集大成す る時期 にさしかか ってる といえるだろう。 それは、 これ までの各種手段 よ りも人

間の活動 を支 える手段 として、人間 と人間 とをつな ぐメデ ィア として、マルチメディアが
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優 れている と考 え られ るか らである。人 間の五感 に訴 える機能 として、いわゆるユーザ ・

インタフェイスの優 れた もの として、文字 ・図形 ・静止画 ・音声 ・動画の総合化 したマル

チメデ ィアが、大 きな役割 を果たす と予感 されるか らである。

2-4-4技 術 環 境

個別的ではあれ、実現 しつつあるマルチメデ ィア ・コ ミュニケー ションを支 えてい る技

術 環境 は、どのようになっているであろうか。これを、端末環境、通信環境、情報の蓄積/

制作環境の3つ の側面 か ら考えてみ よう。

(1)端 末 環 境

各パ ソ コ ン ・メ ー カー は、 主要OSと してのWINDOWS、OS2、MAC等 の上 に、 そ

れ ぞれ の マ ル チ メデ ィア環境 をつ くって い る。 スタ ン ドア ロ ン ・パ ソコ ンあ るい は 同一 メ

ー カ ーのパ ソコ ン を高 速LANで 結 ぶ ロー カル な環 境下 で は
、音 声 ・動 画 まで も含 む マ ルチ

メ デ ィア ・コ ミュニ ケ ー シ ョンが 実現 され てい る。 ただ し、 異 な るOS間 やWAN環 境 の

下 で は、 統 合 的 な マ ル チ メデ ィア ・コ ミュニ ケー シ ョンが 実現 され て はい ない。

これ は、 パ ソ コ ン通 信 で グ ローバ ル に実 現 して い る文 字伝 送 の標 準 化以 外 で は、 グ ラ ッ

フ ィ ッ クス でNAPLPS、 静 止 画 像 でJPEG、 動 画 でMPEG等 の標 準 化 が 進 行 し て い る

が、 これ らを統 合 す る プ ロ トコル規 約が 決 め られ て いな いた めで もあ る。

(2)通 信 環 境

少 し前 まで 主流 で あ った2,400bpsの モ デム は、すで に9,600bpsあ るい は、14,400bpsモ

デ ムへ主 流 の座 を渡 しつ つ あ り、 さ らに28.8kbpsの 高速 モ デ ムの時 代 へ と移 りつ つ あ る。

LANも 、低 価 格HUBや ネ ッ トワー クOSの 普 及 に よ り、 急速 に市場 拡 大 しつ つ あ る。

使 用 中 の全 パ ソ コ ンの10%強 しかLANに 接続 され て い るにす ぎない 日本 市 場 も、40%強

の ア メ リカ並 み へ と、 今後 急速 に ネ ッ トワー ク化 して い く と思 わ れ る。

LAN間 接続 を実 現 す るルー ター や フレーム ・リレー交換 シス テ ムの普及 に よ り、比 較 的

低 コス トで、高速 デ ー タ伝送 を実現 す るWANが 実 現 しつつ あ る。 また、INS64や1500の

普 及 に よ り、低 コス ト高速 伝送 の公衆 ネ ッ トワー クが利 用 で きる よ うにな って い る。

また近 年 、CATV網 を双 方 向通 信 網 として も利 用 で きる技術 が 、比較 的 少 な い投 資 額 で

実 現 で きる よ うに な った。

(3)情 報の蓄積/制 作環境

マルチメデ ィア情報 を蓄積 した り、編集制作 する環境 も急速 に整備 されている。パ ッケ

ージ系では
、CD-ROMが 急速 にタイ トル を増や し、市場 を獲得 しつつある。CD・ROMに

蓄積するマルチメディア情報 を編集制作する環境 は、効率化 されて きている。
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オ ンラ イ ン系 の マル チ メデ ィア ・コ ミュニ ケー シ ョン に必 要 な、 マ ル チ メデ ィア ・デー

タベー ス は、個 別 的 に は作 られ てい るが 、文 字 、 グ ラフ ィ ックス、 静止 画 、音 声 、 動画 を

統合 的 に管 理 し、 社会 的 に流通 させ る標 準 技術 は、 未 だ実 現 して いな い。

また、 これ らを統合 的 に編 集制 作 す る技 術 も、 これ か ら本格 的 に標 準化 され るで あ ろ う。

2-4-5ENC仕 様

以上 に述 べ て きた よ うに、 マル チ メ デ ィア ・コ ミュニ ケ ー シ ョン を本 格 的 に社 会 シス テ

ム として立 ち上 げ るため に は、 どう して も統 合 的 な標 準化 を避 けて通 る こ とはで きない。

要す るに、ユー ザが 所有 す る各 メ ー カ のい ろ い ろなパ ソ コン環 境 、OS環 境 と、社 会 の あ

ち ら こち らに存 在 す るで あ ろ うマル チ メ デ ィア ・デー タベ ー スや コ ミュニ ケー シ ョン ・シ

ス テム との 間 を接 続 す るた め には、 イ ン ター ネ ッ トのMIMEに 対 応 す る デ ィ フ ァク ト・ス

タ ンダ ー ドと して標 準化 された 、 マル チ メ デ ィア情 報 オ ブ ジ ェク トの、 交換 規 約 が 必 要 な

の であ る。

これ を実 現 しよ う として、1993年 度 に電 子 ネ ッ トワー ク協 議会(ElectronicNetwork

Consortium)に おい て作業 が 行 われ 、ENC仕 様 として公表 された 。(付 属 資料 参 照)

〈参考〉

付属資料1:「 パソコン通信 におけるオブジェク ト型データ交換に関する規約書」 第1版 公表

平成6年3月 電子ネットワーク協議会 会報

付属資料2:画 像パ ソコン通信におけるオブジェクト型データに関する規約(案)一 骨子

平成5年3月 電子ネッ トワーク協議会事務局

2-4-6SISの 開発 方針

SIS(セ コム情 報 シス テム㈱)は 、(財)ニ ュー メ デ ィア開発 協会 に事 務局 を置 くENCの

メ ンバ ー として、ENC仕 様 の確 立 と、 それ をデ ィフ ァク ト・ス タ ンダ ー ドにす るべ く協力

す る と と もに、ENC仕 様 の実験 的 パ ソ コ ン通信 ホ ス ト・システ ム を収 容 した ワー ク ステ ー

シ ョンの開 発 ・運 用 実験 を、(財)ニ ュ ー メ デ ィア 開発 協 会 よ り委 託 を受 け て実施 して い

る。

また 、SISはENCが 配 布 す る2種 類 の端 末 ソフ トウ ェア の開発 も担 当 して い る。1つ

は、「ENCビ ュー ア」と呼 ばれ、PCVAN、K-NETで 、す で に無償 配 布 され て い る。 これ

は、Windows上 で稼働 し、市 販 の通 信 ソ フ トを併 用 す る こ とによ り、実 験 ホス トシ ステ ム

ヘ ア ク セ スす る こ とが で き る。現 在 、 テス ト用 の文 字 や静 止画 像(写 真)を 見 る こ とが で

きる。(写 真2-11参 照)

もう1つ の端 末 ソフ トウ ェア は、 「ENCタ ー ム」と呼 ば れ、文字 と写 真 の他 にNAPLPS

準 拠 の ビデオ テ ックス図形 も表 示 で き る。 これ は、 平成6年4月 よ り、 実験 協 力 者 の方 々
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に無 償貸 与 す る方 針 で 郵送 に よ り配布 す る こ とに な ってい る。

さ らに、日本IBMが 開始 す るPeopleと い うパ ソ コ ン通 信 サ ー ビス で は、ENC仕 様 がマ

ル チメ デ ィアPC通 信 サ ー ビス の一方 式 と して採 用 され る こ とにな ってい る。(4月 よ りテ

ス トサー ビス、7月 よ り正式 サ ー ビス開始)

ENC仕 様 は、世界 で広 く利 用 され てい る イ ンター ネ ッ トの マ ルチ メデ ィア電子 メ ー ル規

約(MIME、MultipurposeInternetMailExtensions)を 拡張 す る形 で作 られ て い るの

で、 イ ンター ネ ッ トに接 続 され たパ ソコ ン通 信 サー ビス におい て は、世界 の人 々 とマ ルチ

メ デ ィア通 信 を行 う事 が で きる。

SISは 、これ らの広 く世 界 に開 かれ たオ ー プ ンな環境 の 中 で活 用 で きる、さ らに優 れ た シ

フ トウ ェア を産 み だ そ う と、努 力 を積 み重 ね てい る。

〈参考〉

写真2-11マ ルチメデ ィアパソコン通信実験、情報表示画面例
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付属資料1

「パソコン通信におけるオブジェク ト型データ交換に関する規約書」第1版 公表

マルチメディアとパソコン通信

最近、パ ソコンの機能、性能の進化 は著 しい ものがある。また、パ ソコン通信で使われているモデ

ムの通信速度 も現在 は2,400bpsか ら9,600bpsへ と主流が移 りつつ あ り、14,400bpsの サー ビス開始、

28.8KbpsのV.fastモ デムの登場な ど高速化へのシフ トも著 しい。

一方
、 図形、画像、音、文字 から成 るマルチメディア という面か ら、パ ソコン通信の世界 を見 る

と、個々のメディアについては標準化が行われていても、全体 を統合す る枠組みの標準が存在 しない

ので、 それ らを相互に交換す ることがで きないという現状がある。

また現状では殆 どの場合、ホス トとパ ソコン端末間で互い に相手 の機能 を知 ることがで きないの

で、商用ネ ッ トの中ではカラー静止画像 をファイルで転送 し、表示する形での利用が中心であ り、マ

ルチメディアデータを対話形式で誰で も使える形にはなっていない。

電子ネッ トワーク、特 にパ ソコン通信の世界 で自由に静止画像 やマルチメディアメールを交換 す

ることが可能 になった ら、パ ソコン通信 を利用する情報 サービスや コミュニケー シ ョンにおいて ま

す ます楽 しさや拡が りが増す もの と期待 されている。

これまでの経緯と規約書の構成

電子ネ ットワー ク技術委員会画像パ ソコン通信分科会では、「パ ソコン通信 にお けるオブジェク ト

型データ交換に関する規約(案)」 を作成 し、 これに基づいた実証 システムを開発 し、実験 を行って

きた。実証 シス テムは、UNIXワ ークステー ション上 に開発 したパ ソコン通信 ホス トシス テム と

Windows上 で動作する本規約 に基づ くパ ソコン通信 ソフ トか ら構成 されている。

また、PC・VANお よびK・NET協 力 を得 て、本規約 に関する電子会議室 を開設 し、各種データ と共

に これらの通信ソフ トの一部(ピ ュアー等)を 、 フ リーソフ トウェアとして載せて、広い範囲のユー

ザにマルチメデ ィア通信 に親 しむ機会 を与 えてい る。

この度、実証 システムの開発 ・実験での経験やその後 の進展 を規約案 に反映 した形 で、3つ の規約

か ら成る規約書第1版 として完成 させたので、我が国のパ ソコン通信 のマルチメデ ィア化 に寄与す

るために、会員のみならず広 く関係者 に印刷物 として公表す ることにした。上記 の規約書第1版 は、

第1部 「オブジェク ト型データ交換フォーマッ ト」、第2部 「ENCプ ロ トコル」、第3部 「ビデオテ

ックス との間のモー ド遷移」の3部 構成 になっている。

オブジェク ト型データ交換フォーマット

第1部 「オブジェク ト型 データ交換 フォーマ ット」は、マルチメディアデータをオブジェク ト(デ

ータ と関連情報か らなるかた まり)と して扱い、一種 の封筒 の中に文字、図形(NAPLPS、CAPTAIN

など)、静止画像(JPECな ど)、 その他(音 声、動画、 ビッ トデータな どバイナ リーデータ)を 入れ
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て、宛名部分に封入してい るデータの種別、表題、コピーライ トの有無、データ量等の情報 を添付 し

て相手方に送 るためのフォーマ ットを規定 した ものである。この部分は、インターネ ッ トにおいて使

われているMIME(MultipurposeInternetMailExtensions)と 呼ばれるマルチメディアメールの

規約 に基づいた ものであ り、実際 にパ ソコン通信 の世界 とインターネ ッ トの世界 とで、マルチメデ ィ

アメールの交換がで きることも狙 っている。

ENCプ ロ トコル

第2部 「ENCプ ロ トコル」 は、マルチメデ ィアパ ソコン通信サ ー ビスを現実 の もの にするため

に、 ホス トー端末の双方が接続 している相手が この規約 をどの程度 まで実装 しているか を確認 する

手順 と、 この規約に基づいて端末か らホス トに送るコマン ドやホス トの応答の手順 について規定 し

ている。これ によって、利用者はホス トー端末、端末一 ホス トー端末間でマルチメデ ィア通信が可能

にな り、サービスにおいてデータの種類や属性な どを意識 しないで呼出 した り、表示させた りす るこ

とがで きる。(従 来のようにデー タの種別 に合せたデータ交換の操作 は自動化す る ことが可能 にな

る。)

ビデオテックスとの間のモー ド遷移

第3部 「ビデオテ ックス との間のモー ド遷移」は、文字、図形、画像 を明確 に定義 された画面上の

配 置 で表 示 す る こ とを要 求 す る よ うなサ ー ビ スのた め に、 ビデオ テ ッ クス の シ ンタ ック ス

(NAPLPS、CAPTAIN、CEPT)を 用 いるための手続 きを規定 してい る。 この部分は、ITUの 規

定(CCITTT.101-ANNEX"F")に よるコー ド体系間の遷移 の中に、電子 ネッ トワーク協議会の

前身である電子ネ ッ トワーク懇談会で定 めた 「ビデオテ ックス基本セ ッション」プロ トコルを位置付

けた ものである。
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付属資料2

平成5年3月24日

電子ネットワーク協議会 事務局

画像パ ソコン通信 にお けるオ ブジ ェク ト型 デ ー タに関 す る規約(案)一 骨子

☆ 規約の目的

パソコン通信の様々な形態のサービスにおいて、イメージを始めとする多様なデータを、ユー

ザがその個別の内容について熟知することなしに、交換し、処理することができるような仕組み

を提供すること。

☆ 規約の範囲

複数のコー ド化方法によって作 られたデータ 〔マルチメディアデータ〕を、一塊のデータ 〔オ

ブジェク ト〕として、転送、表示、蓄積、検索できるようにするために、データのオブジェク ト

化の形式、オブジェク トの交換の手順、画像デー タを用いた他の情報サービス(ビ デオテ ックス

系)と の連続 的な遷移のための方法、 を規定す る。

☆ 規約の概要

【オブジェク ト化】

(1)オ ブジェク トは、タイ トルな どを含 む 〔オブジェク トヘ ッダ〕と多様 なコー ド化形式 のデータ

を含む複数の 〔ボデ ィ〕からなる。

オ ブ ジ ・ ク トへ ・ダ1 ボ デ ィー1 ボ デ ィーN

② ボディは、型 ・処理方法 ・長 さなどを含む 〔ボディヘ ッダ〕 と 〔データ実体〕か らなる。

ボ デ ィ ヘ ッ ダ デ ー タ 実 体

(3)転 送時の制約回避やサイズの圧縮 の目的でデータ実体 に加 えた変更は、復元の方法 として、処

理方法に記録 される。

(4)オ ブジェク トには、 〔アプ リケー ションヘ ッダ〕を先頭に付 ける ことがで きる。

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ヘ ソダ オ ブ ジ ェ ク ト

【オブジェク トの コー ド化】

(1)オ ブジェク トは、データ実体 とボディ終了マーカを除いて、全てテキス ト形式で コーデ ィング

される。

(2)ヘ ッダで仕様するテキス トのコー ド種別はヘ ッダの先頭で宣言 する。
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【オブジェク トの転送】

(1)オ ブジェク トは、以下の3つ の方法のいずれかで転送され る。

ホス ト→端末 ダイレク ト転送

ホス ト→端 末 ダウンロー ド(任 意の ファイル転送手順 を用いた転送)

端末→ホス ト アップロー ド(任 意の ファイル転送手順 を用いた転送)

口:

ダイレクト転送
一 →

ダ ウ ン ロ ー ド

PROTCOLア ッ プ ロ ー ド

<…一 ー 一 く

〉

撚
工

㎜

→ 国

二回

② これ らの転送 にお いて、ホス トと端末の双方が この規約をどの程度実装 しているか、また、ホ

ス トあるいは端末が、転送するデータが 〔オブジェク ト型〕であると認識 するかしないかによ

って、転送の 自動化の度合(操 作性)が 異なるが、 どの ような状況においてもオブジェク トの

転送その ものは保 証 され る。

(3)ダ イレク ト転送 においては、データ実体の転送が誤 りな く行われたか、中断 されたか、あるい

は転送 に誤 りがあ ったか どうかを、長 さ情報 とボディ終 了マーカを用いて確認する ことがで

きる。この規約で は、誤 りが見いだ された状態か らの回復の方法については規定するが、誤 り

が見いだされたデータの再送な どの処理 の方法については何 も規定 しない。

(4)オ ブジェク トのダイ レク ト転送が成立す るためには、信頼性のある透過的な全2重 の転送経

路が確保 されてい る必要があるが、その詳細 については特に規定 しない。

【転送 されたオブジェク トの扱い】

(1)端 末が受信 したデータをどの ように処理するかは、 この規約の実装範囲 とユーザーによる処

理モー ドの設定 に よる。

(2)ホ ス トがアップロー ドで受信 したデータをどの ように処理 するかは、 この規約の実装範囲 と

ユーザーが使用 中のサー ビスの種別 による。

【端末 ・ホス ト間の折衝】

(1)端 末→ ホス ト 使用可能なファイル転送プロ トコルの リス ト

(2)ホ ス ト→端末 使用する転送プロ トコル と端末で使用可能なコマ ンド一覧

{以下 はオプション}

(3)端 末→ホス ト 転送 を不要 とするデータタイプの リス ト

(4)端 末→ホス ト 受信可能なVTXサ ービス とそれに必要な端末能力の リス ト

【他の情報サー ビス との関係】

(1)ビ デオテックス懇談会 の 「ビデオテックス基本 セッシ ョン」との関係 を考慮 した、接続状態/

画面モー ドの遷移の手順 を定める。
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(2)画 面定義が必要なサー ビスにおいては、このモー ド遷移 を利用 して、ビデオテ ックスのプロ ト

コルを用いたサー ビス形態に移行 で きる。

〈 パ ソ コ ン通 信 モ ー ド〉 〈 ビデ オ テ ッ ク ス モ ー ド〉

回
同
然ii－ き ÷iき 匝]
〉<…-abcdefg

ま た は

「ビデ オ テ ッ ク ス基 本 セ ッ シ 言 ン.

【段階的実装】

(1)「 ホス トが先か端末が先か」とい う意味のない議論 を避け、 この規約の実装が何れの側 におい

て先に開始 されて もよいように、現在 のホス トのサー ビスや端末の機能 との互換性が最大限

に考慮 されている。

② 以下のケースが考慮 されている。

A.ホ ス ト、端末がいずれ も従来型である場合。

オブジェク ト型 データは、通常のバ イナ リーデータ として扱 われ る。端末側 でオブジェ

ク ト型データ専用の ピュアー/エ ディタをローカルに起動 して、オブジェク ト型 メイ

ルな どを読 み書 きする ことがで きる。

B.ホ ス トがオブジェク ト型 データ対応型で、端末が従来型である場合。

ホス トは、端末が機能折衝 コマ ンドを送 ってこないので、それが従来型であることを識

別 し、従来型 のサー ビスのみを提供 する。従 って、A.と 同 じ結果 になる。

C.ホ ス トが従来型 で、端末が オブジェク ト型データ対応型である場合。

端末 は、ホス トが機能折衝 コマ ンドに対す る正 しい応答 を返 して こないので、それが従

来型であることを識別 し、端末側 のみで処 理できる範囲内でオブジェク ト型デー タを

処理す る。

オブ ジェク ト型データは、ホス ト側 では通常のバイナ リーデータ として扱われ る。端末

側では、バイナ リーデータのオブジェク トヘ ッダの有無 を解析 して、ユーザーが設定 し

た処理モー ドにしたがって、表示/保 存 などの処理を行 う。

D.ホ ス ト、端末がいずれもオブジェク ト型 データ対応型である場合。

機能折衝が成立す るので、折衝での合意 の範囲内で、可能 な限 りのサービス と機能 を使

用する。

オブジェク ト型データは、ホス ト側では 「オブジェク ト型」データ として、テキス トデ

ータと類似の扱いを受ける。端末側では、オブジェク ト型データを単純で明解 な操作 に

よって、表示、ダウ ンロー ド、保存、ア ップロー ドす ることがで きる。また、い くつか

の問い合わせ機能がサポー トされている環境では、GUIを 用いて、よ りユーザ フレン ド

リな操作性が実現 される。
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(3)こ の規約の普及のためには、端末側で ローカルに使用で きる、オブジェク ト型データ専用の ピ

ュアー/エ デ ィタを作成 し、オ ンラインで配布す る、 という戦略が有効であろう。

写真2-11マ ルチメディアパソコン通信実験 情報表示画面例

「日本 の高 山 植 物 情 報 」 「観 光 ・宿 泊 施 設 情 報 」

「 「7'93ノ'c'リ ・ ゴ ヒ 京 ラ リ ー一－rp」

「.旅行 記inノ ル ウ ェ ー 」 「旅 行 記inス イ ス 」
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第3章 資 料 編

3-1「 データベース ・サー ビス実態調査」の

画像関連内容の集計 ・分析結果

働 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター で は、 毎年 秋 にデ ー タベ ー ス の提供 ・利 用 の動 向 を把握 す

るた め に、 ア ンケー ト方 式 で 「デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス実態 調 査 」 を実 施 してい る。 一

画像 デ ー タベ ースの 現 状 と今後 の動 向 を、1993年 実施 の 「デ ー タベ ー ス ・サー ビス実 態

調 査 」 で見 る と、 以下 の よ うな結果 に な ってい る。

・現在 、商用データベ ース として提供 ・利用 されているデータの うち、画像データの占め

る割合 は、 テキス ト・数値 デー タに比べる と、オ ンライ ン、オ フラインの どち らの場合

において もまだ低い。 また、 インハ ウス ・データベース として利用 されてい るデー タの

中においても同様に低 い割合 に とどまっている。

・今後提供 ・利用 したいデータの種類 としては、画像 ・映像 データが上位 に浮上 して くる。

特 に、画像の うちの静止画 ・イメー ジ ・写真な どは、イ ンハ ウス ・データベース として

今後利用 を増や したい ものの中で第1位 を占めてお り、 また、オ フライ ンの商用 データ

ベース として今後提供 したい ものの中で も第1位 になっている。

・ただ し、現在、画像 ・映像データを提供 していない企業に対 して今後の提供時期 を聞 く

と、70%の 企業が 「当面考 えられ ない」あ るいは 「分か らない」 としてお り、近 い将来

に多数の企業が画像 ・映像データを提供 し始めるか どうかは微妙である。

図表3--1現 在利 用 している/今 後利用を増や したいデー タの タイプ(複 数回答)

現在利用 している(N・464) 今後 利用を増やしたい(N=171)

オ ンライン オンライン オンライン オ ンライ ン

(CD・ROM等) (CD-ROM等)

(N=456) (N・128) (N=290)
.

(N=171)

テ キ ス ト(リ フ ァ レ ン ス)* 385(84.4) 93(72.7) 143(49.3) 86(50.3)

テ キ ス ト(フ ァク ト ・文 字) 264(57.9) 65(50.8) 126(43.4) 78(45.6)

数値 161(35.3) 28(21.9) 114(39.3) 38(22.2)

画像 ・グラフ(描 画) 37(8.1) 7(5.5) 99(34.1) 39(22.8)

画像(静 止画 ・イメージ ・写真など) 10(2.2) 11(8.6) 92(31.7) 63(36.8)

映像(動 画) 1(0.2) 1(0.8) 28(9.7) 31(18.1)

音声 0(0.0) 2(1.6) 17(5.9) 16(9.4)

()内 は各回答数に対する百分率

*)「 リファレンス」 とは目録などの二次情報 をさす。

図表3-1は 、商用 デー タベース として現在利用 している、 または今後利用 を増や した
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い デー タ の種 類 につい て 、 オ ンライ ン/オ フ ライ ン別 に示 した もの で あ る。 現在 利 用 して

い る もの で は、 オ ンラ イ ンの 「テ キス ト(リ フ ァレ ンス)」 が 最 も多 く、 次 いで 同 じオ ン ラ

イ ンの 「テ キス ト(フ ァク ト ・文字)」 「数値 」 の順 にな っ てい る。 オ フライ ンで も同様 の

順 番 にな ってい る。 これ らの デー タに比 べ る と画像 は、 まだ まだ利 用率 が低 い。 ただ 、今

後利 用 した い、 あ るい は利 用 を増 や したい デー タ とい う こ とにな る と、画像 や 映像 もか な

り多 くな る。

図表3-2は 、 インハ ウス ・デー タベースにお けるデータの種類 について、現在利用 し

ているもの と、今後利用 を増や したい ものに分 けて まとめた ものである。現在最 も多 く利

用 されているものは 「数値」65.1%で 、画像や映像 の利用は少 ない。一方、今後の利用 に

なる と一転 して画像 タイプの選択率が高 くな り、第1位 は 「画像(静 止画 ・イメー ジ ・写

真 など)」の41.6%で ある。 しか し、 「映像(動 画)」 や 「音声」に関 しては、蓄積す るデー

タの種類 に合致 しないのか、 あるいは技術的な問題 なのか、依然、選択率は低 い。

図表3-2イ ンハウス ・データベースで利用している/今 後利用を増やしたいデータの種類

現在使用している
今後使用を

増やしたい

(%) (%)

テ キ ス ト(リ フ ァ レ ン ス) 61.7 38.3

テ キス ト(フ ァク ト・文字) 52.1 40.5

数値 65.1 39.1

画像(描 画) 9.6 38.3

画像(静 止画 ・イメー ジ ・写真な ど) 9.2 41.6

映像(動 画) 0.4 8.4

音声 0.7 6.2

(N=459) (N=274)

図表3-3～ 図表3-6は 、商 用 デー タベ ー スで提 供 され るデー タの種類 につ い て、 オ

ン ライ ン とオ フ ライ ン、 さ らに現在 と今 後 に分 けて 聞 い た結 果 で あ る。

現 在 オ ンライ ンで提 供 してい るデ ー タの種 類 の トップ3は 、① テ キス ト(リ フ ァレ ンス)

63.3%、 ② テキ ス ト(フ ァク ト・文 字)58.3%、 ③ 数 値45.0%で あ る。 「画像(静 止 画 ・イ

メー ジ ・写 真 な ど)」 お よび 「画像(描 画 な ど)」 も、 それ ぞれ18.3%、15.0%あ る。 しか

し、 「映像(動 画)」 は まだ な い(図 表3-3)。 現在 オ フ ライ ンで提 供 して い るデー タの場

合 も、 パ ター ンはほ とん ど同 じで あ る。 た だ、 オ ンラ イ ンで は全 く無 か った 「映 像 」 が、

1件(2.1%)で はあ るが登 場 して きてい る(図 表3-4)。 一 方 、今 後 提供 した い、 あ る

い は提供 を増 や したい デー タ とな る と、 オ ンライ ンお よびオ フラ イ ン ともにかな りパ ター

ンが変化 す る。 まず、 オ ン ライ ンで は、 「画像(静 止 画 な ど)」 が46.5%で 第2位 に浮 上 し、
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現在 で は提 供 の ない 「映 像 」 も14%で6位 に入 って くる(図 表3-5)。 オ フ ライ ンの今 後

とな る と、 「画像(静 止 画 な ど)」 は46.3%で トップ に躍 進 し、 「映像 」 も26.8%で 「数値 」

と並 んで4位 に浮上 す る(図 表3-6)。

この ように、「今後提供 したい、あるいは提供 を増 やしたい」という点 においては、画像 ・

映像データの人気 は高 い。 しか し、近い将来 に多数 の企業が画像 ・映像 データを提供 し始

めるか どうかは判断が難 しい。

図表3-7は 、現在画像 ・映像データを提供 している企業 に対 して その位置づけを尋ね

た結果 であるが、回答 中最 も多いのは、「部分的サー ビス」.の37.5%で あ り、 「中心的サー

ビス」 としているのは8.3%し かない。

また、現在提供 していない企業 に対 して今後 の提供時期 を聞 くと、図表3-8に 示す と

お り、 「当面考 えられな い」が最 も多い(41.3%)。 「分か らない」 も28.6%あ る。「1年 以

内提供」 と 「3年 以内提供」は、合 わせて も約30%に 過 ぎない。

一方
、今後、画像あるいは映像データベ ースを提供す る場合、その内容 について自由記

入 して もらった ところ、地図情報、商品情報、教材、雑誌記事な ど、かな りのバ ラツキが

見 られた。

図表3-3オ ン ラ イ ンで現在 提供 して い るデ ー タの種 類(N=60;複 数 回答)

(%)
0102030405060708090100

テキス ト

(リ フ ァレンス)

テキス ト

(フ ァク ト・文字)

数 値

画 像
(静止画、写真など)

画像 ・グラフ(描 画)

音 声
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図表3-4

テキス ト

(フ ァクト・文字)

テキス ト
(リ ファレンス)

数 値

画像(静 止幽、イメ
ージ、写真など)

画像 ・グラフ(描画)

音 声

映 像(動 画)

オフラインで現在提供 しているデータの種類(N=48;複 数 回答)

(%)
OlO20304050

50.0%

39.6

35.4

i口⊃

3
コ6

1
●2

図表3--5オ ンラインで今後提供 したい(or提 供 を増大 したい)デ ー タの種類

0

'アキスト

(リ ファレンス)

画像(静 止画、イメ
ージ、写真など)

テキス ト

(フ ァクト・文字)

数 値

画像 ・グラフ
(描画など)

映 像(動 画)

音 声

102030

(N=43;複 数 回答)

(%)
4050

rl`.`

48.8%

.46.5'

39.5

37.2

T－-「 ≠ 『-

34.;

14・0 ..

9.3
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図 表3-6オ フ ラ イ ン で 今 後 提 供 した い(or提 供 を 増 大 した い)デ ー タ の種 類

(N=41;複 数 回 答)

(%)

01020304050

画像(静 止画、イメ
ージ、写真など)

テキスト
(リフ7レンス)

テキスト
(ファクト・文字)

映 像(動 画)

数 値

画像・グラフ
(描画など)

音 声

図表3-7提 供中の画像 ・映像データベースの位置づけ(N=24;複 数回答)

(%)
OlO20304050

部分的なサービス
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26.8

'

26.8
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図表3-8画 像 ・映像データベースの今後の提供時期(N=63;複 数回答)

OlO20

当面 考え ら

れない

分か らない

3年 以内

1年 以内

(%)
304050

.
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;、…]
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3-2画 像デー タベースに関する各委員の意見

3-2-1要 約

〔1〕 画像 デー タベー スの現状 をどの ように認識(判 断)し ているか。

(例えば、海外 と比較 して)

社 内用 として利用 している機関はかな りの数 ある と思われ るが、一般的に利用で きるも

の は、米国な どに比べ て まだ少な く、揺藍期 といえる。

高速通信網 な どの情報 インフラの整備、ハー ドの開発促進 が課題。

〔2〕 画像 デー タベー スのニーズ

(1)画 像 データベースは必要か、 またなぜ必要か?

・美術、医療分野 な どに代表 され るように、文字だけでは不十分あるいは伝達で きな

い情報が数多 くある。画像データベース化 は必然的な流れ。

(2)画 像 データベ ースの利点は?

・単位 時間 に伝達 で きる情報量の多さ(瞬 時に理解で きる情報量の多 さ)

・情報表現の 自由さ

・異 なる言語 圏へ情報 を伝達す る場合で も翻訳不要

(3)ど の ような用途、分野で画像データベ ースは活用 されるか?ど んな新 しいマーケ ッ

トが考 えられ るか。(例 えば、バーチ ャル ・リア リテ ィ、人間の感性 を豊か にす る利

用、 イ ンタラクテ ィブな利用)

・教育分野:動 植物図鑑、作図 ・旅行 ガイ ド ・不動産売買 ・医療分野

・マス コミ ・広告 ・オ ンライ ンでのカタログショッピング

・製品 カタログ及 びマニュアルの保存 と整理

〔3〕 画像 データベ ース普及の障害 とその対策は?

(1)デ ータベース作成 ・構築上 の障害 とその対策

障 害

・巨大な投資費用 と不透明な市場規模

(資金回収の不安)
・データ入力及び保守負荷の大 きさ

・著作権処理方法の未確立

・検索手法の未確立(特 に動画像)

・データ形式の標準化が未整備

対 策

・低利融資、公的機関の出資 と設備投資に

対する税額控除及び準備金特別償却
・オブジェク ト指向の徹底、画像圧縮技術
・(法的裏付けを持った)著作権処理機構の確立

・検索ソフト開発

・(使用ハー ド、ソフ ト、プラッ トホームに

依存 しない、また、他のDBデ ータ と連

係可能な)デ ータ形式の標準化
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(2)流 通上の障害 とその対策

「

障 害

・情報インフラの未整備

・ハー ド、ソフ トの標準化
・販売体制の未整備(書 店、電気店に限定)

ア情報サー ビス価格体系と価格

対 策

・(国 主 導 による)情 報 ハイ ウ ェイの構築

・標 準化 の促 進

・販 売 ルー トの拡充(レ コー ド店他)

(3)利 用面の障害 とその対策

障 害

・ハー ド、ソフ ト の標準化・互換性の不足
・受信 ・再生側の機材の未成熟、高価格
・情報の所在 ・内容が不明

・検索手法の未確立

・著作権による自由なデータ活用の制限

対 策

・標準化の促進、互換性の確保
・安価で使いやすい機材の開発(含、TVの 活用)
・クリアリング活動活性化とその成果の普及

・検索 ソフト開発

・著作権 に関する法的枠組みづ くり

(4)法 律 ・制度的な障害 とその対策

障 害

・著作権法の未整備

・通信に関する規制の多さ

・優遇税制等の育成策の不備

対 策

・著作権に関する法的枠組 みづ くり

・規制緩和

・育成策の充実

(5)最 も大 きな障害 とその対策

・最 も大 きな障害 として、「制作 コス ト・利用 コス トの高 さ(含 、 インフラの未整備)」

「著作権処理」 を挙 げる回答者 が多い。

〔4〕 そ の 他

・公衆 回線ではな く、企業内LANの ような閉鎖環境下あるいは特定の地域 で光 ケーブ

ル を利用 しての画像の高速転送 といった利用形態が現実的。

・一般大衆、家庭にはCD-ROMを 媒体 として浸透する。

・教育段階か らのデータベース ・マイ ン ド、 コンピュータ ・リテラシーの醸成が必要。

・インハウスとしての利用は、専門領域ではかな り進展 してい る。

3-2-2個 別 意 見

〔2〕 画像 デー タベースの現状 をどのよ うに認識(判 断)し てい るか。

(例えば、海外 と比較 して)

・方 式(オ ンライ ン系/パ ッケー ジ系)と 利 用対 象(業 務用/個 人 ・家 庭 用/教 育 用)

の組 み合 わ せ を個 々 に検 討 す る必 要 が あ る と思 う。 「デー タベ ー ス」 はオ ン ラ イ ン型

が本 来 で あ る と思 うが、 通信 コス トの関 係 で 、パ ッケー ジ系 が 有 利 な部 分 は 、広 い範

囲 で今後 もか な り続 くと思 わ れ る。

MPC(MultimediaPersonalComputer)が 安 く出回 り始 め たの で 、現 在 を画像 デー
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タベースの本格的立 ち上が り時期 と考 えたい。

「普及」 という観点で は、教育用、家庭 用(主 として娯楽)が 重要で、 その場合、

パ ッケージ系(電 子出版物)図 書雑誌、ゲーム機、 ビデオの延長

オ ンライ ン系一 テレビの延長

とい う図式 が一般 に理解 しやすい方向ではないか。

・パ ッケ ー ジ型商 品 は既 に リ リー ス され て い るが 、 オ ン ライ ンに関 して は、環 境 面 か ら、

立 上 りはか な り遅 れ る と思 わ れ る。 しか し、JPEG(JointPhotographicCoding

ExpertsGroup)対 応 の通信 ソフ ト(ま い と一 く)等 も出現 し始 めた事 は、 オ ンライ

ン ・サ ー ビス に とって 明 るい見 通 しで あ る。

・全体 の流れ として確実 に立上 り時期 に入 りつつあると思われ る。第一ステ ップ として

は写真 ・画像 を伴 う各種出版物 の電子化が、第2ス テ ップでは画像 ・映像 を取 り込 む

こ とに より飛躍的 に効果の上 る各種の教育、ガイダンス、CAI(ComputerAssisted

Instruction)等 への適用が進 む。端末の普及、 ソフ ト著作権 に関する法的整備等の点

で米、欧 に遅れてお り、対応次第では 「後進国」にな ろう。

・米国では導入 されたパ ソコンの50%が ネ ッ トワーク化 されているに対 し、 日本で はわ

ずか3%に とどまっているといわれている。 さらに、1992年 のデータベース振興セ ン

ター主催の 「データベース国際セ ミナー」で も報告のあ った ように、米国ではすでに

情報 インフラとしての高速通信回線 の整備が進 んでお り、文字 だけのパ ソコン通信か

ら画像 を含むイメー ジ通信の世界 に入 ってい る。その昔、情報 が新聞か らラジオへ、

そ して テレビへ と、文字 だけの世界か ら映像の世界へ移行 していった ように、 データ

ベ ース もテキス ト主体 か ら画像、映像へ 自然 に移行 してゆ くと考えられる。

・画像 データベースの重要性 は高 く、今後新 しく構築 され るデー タベースの主流 を成す

もの と思われ る。

・米 国では電話会社 とCATV業 者 が先 を争 って新 しい映像サー ビスの試験 を行 な って

お り、電話会社 とCATV業 者 の業務提携、買収が活発化 してい る。情報スーパーハイ

ウェイ構想 によ り、映像 を含 めた画像データベースの利用 は大 きく拡大する もの と思

われる。わが国 においては、画像 データベースは、テ レビ会議、 ビデオテ ックス、キ

ャプテ ン、動画サー ビス、CD-ROMを 利用 した電子辞書、地図データベース、ビジネ

ス分野 でのデザ イン、図面設計等に使われている。 しか し、家庭 にまでは浸透 してお

らず、 ビジネスの分野 に とどまっているのが現状である。
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・わが国にお ける画像 データベースの現状 は まだ初期段 階ではないか と思われ る
。ハー

ドの普及 にも大 き く関わ り合 っている と思 うが、アメ リカの企業ではパ ソコン通信や

デー タベースへのアクセスは、 日常 の ビジネ ス活動のなかで ごく普通の事 として行わ

れて いる。LANが 当た り前のアメ リカ企業のなか にいる ときには、知 らない うちにパ

ソコン通信 とかデータベースにアクセスするこ とが 日常の作業 になって しまう。LAN

の普及が通信やデータベースの リテラシーを高める。

テキス トベースのデータベースの延長線上 に画像 データベースはあるわ けで、特別 な

ものではない。 どうして 自分の欲 しい目的の画像 データにた どり着 くか を考 えると、

まず文字 データで 目的の画像データの存在場所 をさが し、次に画像データを呼び出 し

て くるのであって、 いきな り画像 データを探すのではない。

マル チメディア とい う言葉 も余 りな じみでなか った5年 ほ ど前、すでにアメ リカの美

術館では所蔵美術 品のデータベースをマ ッキン トッシュ、ハイパーカー ドとレーザー

デ ィスクでインタラクティブに検 索するシステムを備 えている所があった。現在 では

相 当進歩 しているもの と思われ る。

・画像(イ メー ジ)デ ー タベ ー ス は、 現在 商 用 化 され て い る もの は、少 数 だが 、今 後 は、

急速 に伸 び、 デー タベ ー ス ・サ ー ビスの主 流 にな る。

当面 、パ ッケ ー ジ型 サー ビス(CD-ROM等)が 伸 長 し、高 速 デ ジ タル網 の普 及 、 マル

チ メ デ ィア端 末 の低 廉 化 と と もにオ ンライ ン ・サー ビス へ広 が って行 く。

海 外 との比 較 では、 業 界 に よ って異 な るだ ろ うが、 量 的 に少 な くて も、質 的 に は大 き

な遅 れ は無 い ので は ない か と思 わ れ る。

・海外の実態は承知 していないが
、国内に関 しては、 まだ揺藍期で はないか。普及 への

期待 は、情報提供業者、ユーザー とも高いが、実際の技術的進展のス ピー ドは遅 く、

手本 になるような ソフ トウェアは まだ少ない。

・わが国は海外 と比較 して遅れているのか もしれない
。CD-ROMの 普及が遅 れているの

が1つ の原因か と思われ る。

・博物館 ・美術館の先進的な所で は、館内ユー スではあるが、画像 データベースの導入

はある程度進 んでい ると思われ る。パ ッケー ジ型 データベースの一般への普及 は、 こ

れか らの課題 である。映像データを大量 に保持 しているのは放送局 と映画会社で ある

が、 いわゆるデー タベース化 については、動画像 を検索可能 にするための よい方法が

未だ見つか らないために遅れているといわざるを得 ない。写真データを大量 に保持 し
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て いるのは新聞社 と出版社であ り、新聞社の一部ではすでにデータベ ース ・サービス

を実施 してい るが、 それほど一般化 している とはいえない。教育 ・趣味用の図鑑類 は

ある程度パ ッケー ジ型データベー スとして提供 されているが、紙媒体 に比べれば普及

はケタ違いに低い。 その他 にも社内的に図面や写真をデータベース化 している機関 は

かな りの数ある と思われ るが、一般 に利用で きるデータベース とはいえない。

・オ フライ ン系では、CD-ROMソ フ トが豊富 にな り、CD-ROM市 場はかな り伸 びると

思われ る。

オ ンライ ン系では、パ ソコン通信の画像化が徐々に進み、CATVの 幹線光 フ ァイバー

化 によるマルチメデ ィア ・サー ビスの実験が徐々に進 む。

施設 内、企業内の特定アプ リケーションとしてのマルチメディア化 もある程度進 む。

・技術 的には未解決な部分が多い。実用的なものは、画像 ファイル との リンクを とる形

で運用 されている。 これ を画像デー タベース と呼んで よいか疑問 はあるが、仮 に画像

データベース と呼ぶ ことにすれ ば、特定の応 用領域では相当に使われてお り、 その意

味では、海外に比べて、む しろ盛んで あると認識 している。 しか し、商用の不特定多

数 を相手 に したデータベース とい う意味では、2、3の 事例 しか知 らな く、ほ とんど

実用 にな っていない と認識 している。

・オ ンライン、オ フラインとも 「準備期」か ら 「展開期」 にさしかかった ところ といえ

るので はないか。判 断根拠 としては以下の通 り。海外 との比較 でいえば、先行す る米

国には4～5年 の遅れ。

①市場、財務、企業、科学、法律関係 の図表 など、文字デー タに よるビジネス情報

の補完的な ものか ら、辞典、写真、気象情報、新聞、雑誌、出版 な ど、 すそ野の

広いデー タベ ース(パ ッケー ジ型 も含 む)が 流通 し始めている。

② ハー ド先行 ではあるが、いわゆる 「マルチメデ ィア化」への始動が始 まっている。

③ 高速通信網な どインフラの整備が政策的課題 とな りつつある。

〔2〕 画像 デ ー タベ ー ス のニ ーズ

(1)画 像 デー タベ ・一ーース は必 要か 、 また な ぜ必 要 か?

・業務 用では、特許 など、分野 ・用途 に応 じてニーズの格差が大 きい。 ニーズの高 い分

野で は、 多少の コス ト高をはねか えして普及す る。家庭 ・教育用のデータベースは本

質的 に画像型で ある必要がある と思 う。文字型のデータベースでは普及 しない。
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・コ ン ピュー タ ・グ ラ フ ィ ックス の 出現 が デザ イ ン、 設計 、業 務 や エ ンタ テ イメ ン トの

世 界 を大 き く変化 させ、 新 しい ビ ジネス を生 み 出 した。 画像 デー タベ ー ス につ い て も

情 報 サー ビス ・ビジネ ス を大 き く変 え る と期 待 して い る。

・今後 とも、一時的な もの、試 みのみに終 るもの等 を交 えなが らも具体的には必要性 を

増 してい くと考 える。

必要な理由 としては、

①風景、作品、 自然物標本 な ど視覚で とらえること自体が不可欠な もの

②受 け取 り手 に解釈が任 され るもの

③ テキス ト ・データに抽象するにはデータ量が太 き過 ぎる もの

等が現存、今後 も増大す ることと、他方で共有、再利用 による利用 コス ト低減 の方向

が求 められ ることが挙 げられ る。

・「百聞は一見 にしかず」の諺 にあるよ うに、文字 だけの情報では不十分な情報で も、画

像 を付加す ることで非常 に理解が促進 され るこ とは、 日常良 く経験す る。

・①画像 は、単位 当 りの情報量が文字 よ り格別 に多い。

②時間の経過 とともに文字 データベースはゴ ミ化 する可能性が高いが、画像の場合 は

さ らに価値が出て くる。

・視覚情報は、人間が生活する上 で取 り入れる情報のなかで非常 に大 きなウエイ トを占

めている。 この意味か ら、画像 データベースは、文字、テキス ト、文書 といったデー

タベ ースに比べて、 よ り使いやす く、文字で は表 しきれない多 くの情報 を提供 して く

れる ものである。

・データベースは、 それがテキス ト・データであれ、画像データであれ必要である。画

像の場合、転送 にはテキス ト以上 のデータが必要 になるが、一枚 の画像 の持つイ ンパ

ク トは、テキス トでは言い表わす ことので きない もの もあるし、画像その物 に意味が

あるもの も多い。美術品や医療用のデータな どは、それがテキス トに置 き換 えられた

場合 、何の意味 も持 たない。

・デー タベ ー ス ・サ ー ビスは、 コ ンピ ュー タ処 理 との親 和 性 か ら、文 字 ・記 号 ベ ー スで

ス ター トした に過 ぎない。 それ故 、人 が一見 して その概 念 を理解 で きる画 像(イ メー

ジ)を 指 向 す る の は、 む しろ 自然 で 、必 要性 が あ る。

その 展 開 も、文 字 ・記 号(1次 元)→ 図 ・表 ・版 面(2次 元)→ プ ロセ ス ・ドラマ化
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(3次 元)→ 音響 ・色彩その他の五感情報 との複合化(高 次元)と いう具合 に多様化

す る。

・現状 の文献等 のあ り方か ら考 えて、必要 という点では論 を持 たない。一部の数値情報

データベースを除 けば、画像 は必須の要件 とい って も過言ではない。文字だ けでは、

正確 に伝 えられない事柄が多い。

・人間が社会生活 を営 むために絶対必要か と問われれば、必ず しも必要 とはいえない と

い う回答 にな るが、人間の知識の質 を向上 させ るため、 また、データベースの内容に

よれば、生活 または社会的活動の利便性 のために必要 とい うことになろう。

・印刷 物 の カ ラー化 、 画 像化 、 デザ イ ン化 がか つ て進 んだ よ うに、 コン ピ ュー タ ・ネ ッ

トワー クの世界 で の カ ラー化 、 画像 化 、 デザ イ ン化 は、 必然 的 な流 れで あ る。 問題 は、

それが いつ か ら大 勢 に な るか で あ る

・原情報が画像であ り、 しか も画像で しか表せない場合があ ることか らす ると、画像デ

ー タベ ースは必要である。また、画像情報は他の表現方法 に比較 して、「一覧性 に優れ

ていて分か りやすい」、「使 っていて楽 し く飽 きない」 とい った利点がある。

(2)画 像 デー タベ ー スの利 点 は?

・一般的に視覚化表現の方が分か りやすい(分 か らせやす い→広告媒体) 。

・何 といって も情報表現の自由なこと

・抽象化 されたテキス ト情報か らは得 られない視覚的現実感、情報 の具体性が得 られる

(百聞は一見 に如かず)。 また、他 の電子メディア と自由に組合わせ、エ ンドユーザの

目的 に遭 った新 たな情報 メディアを生成で きる。

・新 聞記事 のテキス ト・データベ ース・サー ビス と紙面 イメー ジをその ままFAX配 信す

るサー ビスを比較 した場合、各種のフォン トを利用 して巧 みに配置 された紙面 イメー

ジのほうが、読者 に対す るイ ンパ ク トがかな り大 きい と考 えられ る。 この様 に、感性

に直接訴 える とい う点で画像 イメージは大いに利用 され るべ きで ある。

・画 像 デ ー タベ ー ス は、 ビデオ 、TVな ど生 活 に密着 した デ ー タベ ー ス として、 ビジネ ス

ー73一



分野のみならず家庭 へ も本格 的に入 り込 む ことが可能 である。

・画像 データベースは目的の直接 的な解決策 になる場合が多い。美術品や医療用のデー

タな どは補足的な説明 としてテ キス トデータは必要であるが、最終的 な目的は画像 そ

の物 にある。 その意味では画像 データにはその必然性が存在 する と思われる。

・文字だけのデータベ ースに比べ得 られる情報量が圧倒的 に多 く、利用価値が高い。

また、高い付加価値 のあるファイ リング ・システムが実現できる。

①パブ リック ・ユース → わか りやすい

②パー ソナル ・ユース → 面 白い ・楽 しい

③ ビジネス ・ユース → 意思決定の迅速化、業務処理 の効率化

・言葉 のような違 いによる障害がない。

・文字で表現 し切れない対象は無数 にある。 データベー スが知識獲得のための効率的な

手段であるとす るな らば、対象物 を直観的に知 らせ て くれる画像 データは必須。

・人 間の捕 える意味 ・情報の量において、決定的に幅広 い用途があ る。マニア ・専 門家

の世界 を越 えて、パ ソコン/ネ ッ トワークが普及 した時 には極 めて重要な基盤技術 で

あ る。

(3)ど の よ うな用途 、 分 野 で画像 デー タベ ー ス は活 用 され るか?ど んな新 しいマ ー ケ ッ

トが考 え られ るか 。(例 えば、 バ ーチ ャル ・リア リテ ィ、人 間 の感性 を豊 か にす る利

用 、 イ ンタ ラ クテ ィブな利 用)

・広告媒体 としての活用

・教育分野では動植物図鑑、趣味分野 では旅行ガイ ド(山 、名所、 旧跡etc.)

・当面の利用分野:① 各種辞典、美術博物写真、 自然科学データな どのマルチメデ ィア

化、②各種 の教育ガイダンス、CAI等 への適用

将来の利用分野:① 旅行、 スポーツ、 ショッピング等に際 しての仮想現実、仮想体験

の付与、②オ リジナルのインテ リア装飾、被服デザイン等での商用

利用
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・家電、 自動車 メーカーでの自社製品の部品管理、マニ ュアルの保存 ・整理のためのCD

-ROM版 データベース(ア フターサー ビスのために系列店 に配布)

・①写真、図等 を含 んだマルチメディア ・データベース(図 面設計、地図情報、医療用、

学術用、印刷用、教育用、娯楽映像、美術館博物館 の電子化な ど)

パ ー ソナル ・マルチメデ ィア通信 としての利用

②LANに 接続 した映像会議

③PC/WSを 組 み合 わせた ドキュメン トの共 同編集

④ テ レビ→ ビデオオ ンデマ ン ド(家 庭でいつで も選択可能)→ インタ ラクティブTV

(自分好 みの番組編集 も可能)

・医療 用、学術 分野で まず活用 され、 マス コミ、広告代 理店、マー ケテ ィング会社 など

競争原理が導入され、そ こに激 しい生存競争が行われ るところで発達す る。

・① ビジネ ス ・ユ ー ス として 「イ メー ジOAシ ス テム」 の展 開。

② 複 合 型(マ ル チ)デ ー タベ ー ス として、 例 えば、 メ ロデ ィー チ ップ(音)や デ ィス

プ レイ ・デバ イ ス(色)を 含 む電 子 部 品の検 索等 が 考 え られ る。

③ ただ し、 活 用 に 当た って は、 デー タ 内容 よ りも、 それ を どの よ うに加 工 ・編 集、 あ

るい は演 算 ・変 換 す るか な ど とい った イ メー ジに対 す る情 報処 理 技術 の 開発 、 ソフ

トウ ェア ・ノ ウハ ウの開 発面 が 重 要。

・まず学校教育、社会教育分野。例 えば、世界の博物館 などの所蔵 品のデータベースや

世界遺産条約 の登録遺産の映像データベースを構築。後世に正確 な記録 を残す ととも

に、 これ らを自由 に利用 し、CG(ComputerGraphics)画 像 なども加 えて各 レベルの

教材、副教材 を作成 することがで きれば有用。

・広い意味の知識ベースの一翼を担 う。文字データベース と併用 して付加価値 を高 める。

バーチ ャル ・リア リテ ィは話題性は高いが、実用面では非常に限定 された用途 しかな

い。娯楽面で はある程度伸びるか もしれない。個々の画像 その ものは既存 のメデ ィア

で充分間に合 うが、データベースである最大の利点 は検 索性であろう。オ ンライ ンで

あれ ばカタログシ ョッピング、パ ッケー ジであれば店頭 に置 けない商品(例 えば不動

産等)の 品定 めな どの利用は伸 びるので はないか。教育面 または人間の感性 に関わる

面 についていえば、絵画 あるいは作図 をサポー トするツール としての利用は効果的 と

思 う。絵 を描 くのが不得手な人 は非常 に多いか らである。
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・あ ま り特別 な マー ケ ッ トに限定 され る もの で はな い。 コス トが 下 がれ ばあ らゆ る所 で

使 わ れ る。

〔3〕 画像 デー タベース普及の障害 とその対策は?

(1)デ ータベース作成 ・構築上の障害 とその対策

・規 格 の統 一 → ハー ドの普及 → デ ー タベ ー ス(ソ フ ト)普 及 とい う流 れ に な る。 鶏 と卵

の 関係 とはい って も、 や は りハ ー ドの規 格 統 一が 原点 で はない か。

・①画像 データベースではデータの入力及 び保守負荷が大 きいため、画像 データを更新

追加す る度 に大 きな作業量が発生 しないよう、オブ ジェク ト指向等の方策 を取 り入

れ る。

② データ ・フォーマ ット等データ形式の標準化が未整備 である。使用ハー ド、 ソフ ト、

プラッ トフォームに依存 しないデータ形式 の標準化が、 また他のデー タベース ・デ

ータ と連係可能 なデータ形式 の標準化が必要。

・①文字情報 と比較 する と膨大なデー タとなるため、画像圧縮技術が欠かせないが この

時、圧縮率 と画像品質維持 との兼ね合 いが問題 となる。

②画像の版権、著作権の問題が生 じ易い。

③動画像 の場合 はCD-ROMで も記録時間が十分で はない。

・文字情報 に比べ画像 はそれ 自体膨大 なデータ量であ り、伝送/蓄 積のための圧縮技術

が不可欠になる。 またデータ入力のコス トの削減、使 いやすいグラフィカル な検索が

可能で あることが必要 にな る。データベース ・システム構築上 は、文字数値 データの

ほかに画像、音声な どの長大 データ も容易 に扱 えるマルチメディア向 きのデータベー

ス管理 システムが必要にな って くる。

・著作権 による障害 とイ ンフラス トラクチャーの未整備

制作 サイ ドにおける著作権の問題 と転送場面 におけるイ ンフラス トラクチャーの問題

が コス トアップ要因 となっていて、 ビジネス として成 り立 たせるの を難 しくしている。

画像データベース という以上、相 当数のデータがそ こに存在 しない とデータベース と

言えない。 データ量が莫大 にな るため、制作費 は高騰 し、インフラス トラクチ ャーが

未整備のため、個々の利用者の負担が割高 にな り、なかなか普及 しない。 オンライン

を考 えた場合、 インフラの整備 はまだ少 し時間がかかる もの と思われ る。 しか し、パ

ッケー ジ型の場合 は、パ ソコンのハー ド、 ソフ トともに急速 に流通が整備 され つつあ
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る。パ ソコ ンのハ ー ド、 ソフ トの急速 な普及 は デー タベ ー スの リテラ シー を高 め、画

像 デー タベ ー ス を ビ ジネ ス と して成 り立 つ よ うに してい くと思 われ る。

・初期投資 もさるこ となが ら、 システムの レベルア ップに対 する負担 も含 め、 まず第一

に、投資金額が大 きい。 また、 この投資負担 をサー ビスの利用料に反映 させて回収す

ることも困難 であ り、結局、投資回収期間が長 くなるな ど、 ビジネス としての リスク

が大 きくな る。

この対策 としては、低利融資 ・公的機関か らの 出資 などの金融措置や、設備投資 に対

す る税額控除 ・準備金の特別償却制度等の税制措置 な どがある。

・マーケ ッ ト、利 用環境 ともまだ整っていないので、販路が狭 く、コス ト回収 のメ ドが

立たない。従 って、一部 を除 きビジネスにな りに くい。

また、一般論 として、画像 等の著作権の使用交渉や手続 きが繁雑で、制作意欲 をそい

でいる。法的 な裏付 けを もった処理機構 の確立 な どが必要。

・写真の ように手軽 に出来 る静止画像 はいいが、作成 に手間 と熟練度が必要。

・動画像 については、検 索を如何 に行 うかの方法論が確立 していない。静止画像であれ

ば、文字情報 をキイ とする ことで、上記の問題 はあ まりない といえようが、 もっ と直

観的で作成 に人手 を要 しない検索方法 を考案す る必要 はあろう。今の ところ、構築 コ

ス トは文字情報 よ りかな り高 いが、ハ ー ド ・ソフ トの普及 に伴 い、その点は次第 に改

善 される もの と思 われ る。

・ニー ズ さ えあ れ ぼ それ ほ ど問 題 は ない。 強 い て い えば作成 コス トが まだ高 い こ と。

② 流通上の障害とその対策

・パ ッケー ジ系では、出版物 の流通ルー ト、 ビデオ ・レンタルのルー トが活用 され ると

思われ る。オ ンライ ン系 は高速大容量低価格 の通信回線 の設置が基本的要件。

・利用者端末 と表示方式 の標準化、情報サー ビス価格体 系の整備 と低価格化(高 価では

普及 しない)が 必 要。

・大量のデータを転送で きる通信回線の未整備。CD-ROMの 場合は書店での販 売が可

能。
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デジタルか らデジタルへの コピーが簡単 にできるので不正利用が増加す る。

・広帯域伝送路(ISDN)等 の拡充 とその利用
、家庭 までの光 ファイバーの敷設 とその利

用。一方、それまでの間は電話 回線 に如何に圧縮 して画像情報 を載せ るか といった技

術 開発が必要である。

・流通 に対 しての障害 は余 りないように思 える。現在 までデータベ ースに関連す るビジ

ネスは利益のでる商売で はないので、 これが利益のでる商売 となれば問題 はない。

・画像 データベースのオ ンライ ン環境での流通 を考 えた とき、 ネッ トワー クについては

大容量のデジタル ・ネ ッ トワー クの普及が不可欠で、 ネ ットワー クの相互接続やデー

タの互換性、仕様の共通化な どいわゆるイ ンターオペラ ビリティーの確保、通信 コス

トの低廉化 と遠近格差 の解消、 さらには低価格のマルチメデ ィア端末 の普及 な どがそ

の前提条件(障 害)と して考 えられる。 これ らの解消(対 策)に はデータベース流通

イ ンフラの整備 とい う観点か ら国 レベ ルの主導 による有効 な施策の実施が望 まれ る。

・オ ンライ ンの場合は、通信手順の不統一、伝送 スピー ドの遅 さや コス トの高 さ。

オ フライ ンの場合は、利用環境が未成熟。 また取扱 い店 が一部の書店、電気店な どに

限 られ、販売体制が整 っていない こと。

・情報イ ンフラ整備が遅れている。 日本版情報ハ イウェイの構築が必要。

・パ ッケー ジ ・メディアは文字情報で もまだ まだ普及 していない。画像情報は人間の感

性へ の訴求力 は文字 よ りはるかに強 い といえるので、 よい内容の商 品がで きれば文字

物 よ りも普及するのではないか。文字物 は紙媒体 との近似性か ら主に書店が扱 ってい

るが画像であれば レコー ド店等書店ル ー ト以外で も扱 うと思われ る。特 に流通上の障

害がある とは思 えない。

・① 汎用に利用 され うるコス トに見合 った適切 な分野が少ない。

②情報 の再利用 に関する意識が低い。

・①ハ ー ド ・ソフ トの規格統一、②通信費用 の値下 げ、③高速通信網 の整備な ど。

(3)利 用面の障害 とその対策
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・画 像 デ ー タベ ー ス は、 当然 、GUI(GraphicalUserInterface)で 扱 えな けれ ばな らな

い。GUIな ら誰 で も、い きな り使 うこ とが で きる。Windowsは じめデ ス ク トップ環 境

が 普及 して、 「コ ン ピュー タ ・リテ ラ シー」 とは、Windowsの 操作 が で き る くらい で

良 い よ うに な るので はな いか。

・①エ ン ドユーザが高価格 の基本ハー ド、 ソフ トを購入 しなければな らない。十分 な画

質、応答性能 を10万 円程度で提供する ことが普及の鍵であ り、TVフ ァミコン等 と

の連係が必要か。 レンタル もあ り得 る。

② データの利用範囲、利用 の自由度 における障害がある。著作権、版権等 の法制上の

対策 が必要。

・受信側、再生側の機材の未成熟。CD-ROMの 普及率 はまだまだ小 さい。

・適切 な検索方法 の開発 ・標準化が必要。

・データの存在場所 をどのように して知 るか。現状で は自分の 目的 としてい るデータベ

ースの存在場所 が判 らず に利用 されないケースが多いのではないか と感 じられる。

現在、通商産業省か らデー タベースの存在場所が分 る本 「データベース台帳総覧」が

出版 されているが この ような活動が もっ と活発 にな り、一般の人がデータベースの存

在場所 をす ぐ分 るようになれば、 もっ と普及す る。

・データベース利用に対するコス ト負担 に抵抗があ り利用料 を高 くできない。利用者ニ

ーズ と作成者側の意図 とのアンマ ッチが障害 として存在する。 すなわ ち、①情報の所

在 ・内容、②情報の鮮度、③原始データに対 する情報の加工度 と精度な どについてで

ある。 これ らに対 して、提供者側の工夫 ・努力 も必要だが、データベース ・サー ビス

に対 する一般の理解 ・認識 の高揚 も重要 と思われる。例 えば、データベース ・プロデ

ューサ、 ディス トリビュータ、サーチ ャなどについて、 その機能 と概念 を確立するこ

とな ども考 えられ る。

・ソフ トウェア、ハー ドウェア両面の基盤技術 の標準化 ・互換性の確保が進んでいない

ことが、普及 を妨 げている。音楽のCDな みに利用で きるよう、基幹 的な規格は早急

に統一 をはかるべ きだ。

・コス ト高 。 イ ンタ ラ クテ ィブ ・シス テ ムで は時 間がか か った り、 画像 だ けで は判 断 し

きれ な い事 もあ る。
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・CD-ROMに 代表 され るパ ッケー ジ・メデ ィアは主 としてパ ソコン上で稼働す る
。パ ソ

コンは安 くなった とはいえ家電製品並み とはいかず、耐久消費財 としてはまだ まだ高

価である。 テレビにつなげるビューワが普及すれば、その問題 は軽減 され よう。

・真のニーズに合 った ソフ トがあ ま り開発 されていない こ と
。簡単 に利用 で きるソフ

ト/ハ ー ド環境が まだ不十分な こと

(4)法 律 ・制度的な障害 とその対策

・パ ッケージ系については、出版物 と同等 と考 えれば、法 ・制度的制約は既存 メデ ィア

と大差 ない。著作権処理 に対する正 しい理解が とくにデータベース作成者 には必要。

現状 では、「著作権=神 聖不可侵→敬遠」式の発想があるのではないか。

オンライン系については、放送、出版、通信、通販、データベース ・サー ビスなどが

融合化 するか ら、業法的規制は再編 する必要 あ り。単なる規制緩和 ではな く、新たな

業種 ・業態 を適切 に助長 ・誘導す るように規制 を再編成 する とよい。

・著作権、版権 の運用の仕方 によっては、エ ン ドユーザでのデータの二次利用 に大 きな

制約 が発生 し、 自由なデータ活用の芽 を摘 む。従 って、安価で自由な二次利用のため

の環境整備 と代金収集の仕組 みが必要。

・不正 コピー を防止 するため、著作権保護 が必要。

・画像 の著作権、版権、 肖像権 といった問題 の解決が必要である。

・通信 に関 して法的な規制が多すぎるように感 じる
。

・検討 ・整理 すべ き点 として、①画像(イ メージ)に たいする権利関係、②二次著作物

に対 する権利関係(編 集 ・合成物)、 ③事故 に対 する責任 の所在 ・その方法、④免責条

項 とその取扱 いな どがある。

・まず著作権 の問題。権利処理の一元化、権利の所在情報 の集中管理 を実現する 「著作

権等 クリア ランス機構」がで きれば、多様 なソフ トウェアの制作が促進 されるのでは

ないか。
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・障害 といえるか どうかは問題であるが、著作権 は大 いに問題 にな り得 る。出版側では、

もちろん著作権 を尊重 して制作 し、原著作者に しかるべ き対価 を支払 うのであ るが、

ディジタル ・デー タの特性 として容易 に加工で きて しまうので、二次著作物あ るいは

一種 のパロデ ィが原著作者の了解な しで流通する可能性は高い
。 その際、 どこまで原

著作者の権利が及 ぶか という線引 きは難 し く、多 くの訴訟事件が発生 し得る。出版側

では トラブル回避 のための対策 を前 もって講 じてお く必要があろう。

・法律面か らは①著作権法②人権保護③利用者保護などの整備 が急がれ る。制度的 には、

本格展開期 に到 るまでの間の税制面な ど公的な育成策の充実、 な どが考 えられる。

(5)最 も大 きな障害 とその対策 は

・パ ッケー ジ系では、MPCの 規格統一 と機器 の低廉化。 データベース(ソ フ ト)の 作成

もこれによって進 展する。 オンライン系では、社会資本 としての高速大容量低価格回

線の整備。

・①利用価値が高 く魅力に溢れたソフ トの不足に対 しては、本格 的なアプ リケー ション

開拓活動支援のための環境整備を行 う。

② 基本ハー ド ・ソフ ト等の低価格化、例 えば、 フルカラー液晶デ ィスプレー等の低価

格化 を図 る。

③著作権、版権等の障害 については、法的枠組 みづ くりが必要。

・FD-BOOKも すでに登場 してお り、CD-ROMの 書籍感覚での普及は間近 と予想 してい

るが、パ ソコン本体価格次第 である。

・利用上 のコス ト負担 を最小限にす ること。

・通信ネ ッ トワーク等の情報イ ンフラ整備 と画像データベース構築助成が必要。

・通信 に関 して法的 な規制が多すぎる。 リテラシーの問題 は時間が ある程度解決す るも

の と考 えられ る。ハー ドが普及 し競争が激化すれば、企業 または個人 は生 き残 りのた

めに投資を行 う。競争原理が市場 を活性化する。 しか し法的な規制は競争原理の働 き

を鈍 くする。

アメ リカのゴア構想がひ とつの解決策 となる可能性がある。 ゴア構想 では、情報基盤

整備 における政府の役割 は民間企業の リーダー シップを補完す ることと位置付 け、 ス
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一パーハ イウェイに対 する連邦政府 の投資額 を少なめに押 さえた
。政府 は商業ベース

に乗 りに くい大学の研究者な どが利用す る超先端プロジェク トに限定 して公的資金 を

投入。競争原理 を導入するために規制 の緩和 を行お うとしてい る。

・「あれ ば良 い デ ー タベ ー ス」 か ら 「な くて は な らな いデ ー タベ ー ス」へ の脱 皮 。

この た めに は、利 用 者 を含 めた広 範 な人 々 か ら、 そ の デー タベ ー スが イ ンフ ラ ・ツー

ル で あ る とい う、一 致 した コ ンセ ンサ ス を得 る必 要 が あ る。

・基盤技術の標準化 ・互換性の確保 が、ユーザ主導の形 で進んでいない こと。

役所 とハー ドウェア ・メーカー主導では禍根 を残 しかねない。

・ベ ンチ ャー精神 に満ちた新 しいサー ビス ・コ ンセプ ト確立 とその実行へのエネルギー

が不充分な ことが最大 の障害

・情報 の再利用 に関わ る業界意識 の改革、法的整備。

〔4〕 そ の 他

・公衆回線 を用 いるのではな く、企業 内LANの ような閉鎖環境下、また特定 の地域 で光

ケーブル を利用 しての画像の高速転送 といった利用形態が現実的であろう。一般大衆

には、音楽CDと 同一形状 をしてお り馴染 みやすいCD-ROMを 媒体 として浸透 する

と考 えられ る。

・教 育段 階か らの デー タベ ー ス ・マ イ ン ドお よび コ ンピ ュー タ ・リテ ラシー の醸 成 が必

要 。

・医学、化学の研究分野やデザイ ンな ど特殊分野で急速 に普及 しそ うな気がす る。

・商用 化 され た画像 デー タベ ー ス と して は、画 像 ライ ブ ラ リー的 な ものが 出始 めて い る。

それ らは フ ァイル で あ って、厳 密 に はデー タ ベ ース と言 えな いか も知 れ な いが 、検 索

の イ ンタ フ ェー ス を持 って い る。 この よ うな 、応 用領 域 を きわ めて狭 くした画 像 デ ー

タベ ー スが 出 回 るで あ ろ う。 イ ンハ ウ ス と して の使 い方 は、専 門 領域 で はか な り進 ん

で きて い る。 イ ンフ ラや コス トの 問題 か らは、 当面 この よ うな もの か ら普及 して い く

と思 う。 また 、家 族 にお け る、 ビデ オ の編 集 が クイ ックタ イ ムの よ うな デ ジタ ル化 や

写 真 アルバ ムな どが フ ォ トCDの ような形 にな る ことに よ って、 画像 デー タベ ー スの

底 辺 の整備 は進 ん で い く。
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